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最後まで諦めないプレイスタイル
　全国高等学校総合体育大会のバスケットボール競技
は、７月２９日から８月３日まで京都府京都市・宇治
市で行われます。
　大会まではさらなるレベルアップを図るために、合
宿をしたり練習試合をしたり練習の日々が続きます。
最後まで諦めないプレイスタイルで全国制覇を目指し
ます

最後まで諦めないプレイスタイル
　全国高等学校総合体育大会のバスケットボール競技
は、７月２９日から８月３日まで京都府京都市・宇治
市で行われます。
　大会まではさらなるレベルアップを図るために、合
宿をしたり練習試合をしたり練習の日々が続きます。
最後まで諦めないプレイスタイルで全国制覇を目指し
ます

Vol.246
平成27年7月1日号
【毎月1日・15日発行】

Ｐ２　地方創生
Ｐ６　修学旅行体験学習
Ｐ８　職員採用試験
Ｐ９　ブックスタート
Ｐ10　国民健康保険
Ｐ14　後期高齢者医療制度と保険料納付
Ｐ16　臨時福祉給付金・子育て世帯臨時
　　　特例給付金
Ｐ17　中山間地域等直接支払制度
Ｐ18　市税の滞納処分について
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地方創生

下のグラフを見てごらん。平成 17年の国勢調査で 55,290 人だった
湯沢市の人口は、22 年には 50,849 人まで減っているんだよ。5年
間で約 1割減ってしまったんじゃ。

※１　合計特殊出生率とは
一人の女性が一生に産む子
どもの平均数

未来の湯沢を創るために

地方創生について考えていきましょう

人口減少問題

（グラフ1）国の人口の推移と将来推計

（グラフ2）東京圏及び地方圏における人口移動（転入超過数）の推移

（グラフ3）湯沢市の人口の推移と将来推計

60,534人

66,275人

61,169人

35,047人

79,727人

昭和30年
55,290人

平成17年

1960 1973 1980 1993 1995 2000

人口減少は、病院やバスをどう続けていくか、学校での勉強をどうし
ていくか、道路や体育館をどう直していくかなど、ワシらの生活に直
接関わるまさに「待ったなし」の大きな問題なんじゃ。

ますだ ひろや

これまで、高度経済成長期やバブル期に地方から東京に特に大きく人口
が移動したんだ（グラフ２）。しず小町ちゃんが生まれる前の話だよ。
また第１次ベビーブームの時、4.32 だった出生率は、2013年には 1.43
まで下がってるんだ。要するに、生まれてくる赤ちゃんの数が大きく減っ
てるんだよ。2013 年の秋田県の出生率は 1.35 で、全国最低は東京都の
1.13 なんだよ。人口が一番集中する東京都が最低だから日本の人口は減
る一方なんじゃ。

地方での人口減少は、東京への人口流出と、合計特殊出生率
※１（以下「出生率」）の低下が大きな理由と言われているん
じゃ。

昭和5年 昭和30年

湯沢市の将来推計人口（社人研）

国勢調査の人口（昭和5～平成22年）

昭和50年 平成7年 平成17年 平成37年
（2030年）

平成52年
（2040年）

平成22年

50,849人

「ポチねつ」

「しず小町」

1960年 2010年 2060年 2110年 2160年

人口人口減少減少問題問題

（グ ）（グラフ1）国 人 推移と将来推計国の人口の推移と将来推計

　日本の人口は2008年をピークに減少に転じ、これから本格的な人口減少社会に突入す
ると言われています。国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」）によると、2014
年に１億2,700万人である人口は、2060年には8,674万人となり、2110年には4,286万
人にまで減少すると推計されています。（グラフ１参照）
　そこで今回は、ゆざわジオパークのキャラクター｢しず小町｣と、高校生が考案した地熱
PRキャラクター｢ポチねつ｣と一緒に、人口減少問題を考えてみましょう。

28,396人

平成52年

もっとショッキングな話をするから覚悟して聞きなさい。社人研では、
2030年には約35,000人となり、2040年には約28,000人になると予
測しておる。実は、元岩手県知事で総務大臣も務めた増田寛也さんは全
国の市町村の約半分の896団体について、2040年までに消滅する可能
性があると発表しておるんじゃ。県内では大潟村を除く全ての市町村が、
これに入っていて、もちろん湯沢市も入っているんだよ。だからこの人
口減少問題は真剣に考えていかないとダメなんじゃ。



※2　戦略を策定し、
実施した上で、効果
を検証し、改善する
こと。

そこでじゃ、湯沢市版人口ビジョンと総合戦略の策定には、気をつけ
ないといけないことがあるんだよ。例えばこの４つじゃ。
①地域経済分析システム（ビックデータ）などを活用した客観的デー
　タ分析に基づく効果的な政策立案
②明確な数値目標などの設定
③ＰＤＣＡサイクル※2による継続的な効果検証・改善の仕組みを
　作ること
④産業界・行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディアなど
　のほか、住民、ＮＰＯなどあらゆる人の協力や参画を促すこと
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そのとおりじゃ。湯沢市が無くなってしまうかもしれないとっても
大きな問題なんじゃが、大事なことは、１人１人が自分の問題とし
て、前向きに「これから何ができるか」を考えていくことなんだよ。

湯
沢
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

湯
沢
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

　

市
で
は
、
年
内
の
最
終
案
公
表
を
目
標
に
、

「
湯
沢
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
湯
沢
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
の
総
合
戦
略

に
つ
い
て
も
、
国
と
同
様
、
雇
用
創
出
な
ど

の
四
つ
の
分
野
で
の
取
り
組
み
を
基
本
と
し

て
お
り
、
市
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
分
析
し

た
上
で
、
地
場
産
業
や
豊
富
な
地
熱
資
源
の

活
用
な
ど
と
い
っ
た
市
の
特
色
を
生
か
し
た

戦
略
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
市
役
所
内
部
に
よ
る
検
討
の
ほ

か
、
市
議
会
と
随
時
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
「
湯
沢
市
地
方
創
生
推
進
会
議
」
を

組
織
し
、
産
業
界
や
関
係
行
政
機
関
、
教
育

機
関
な
ど
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
一

人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

き
し
て
い
き
ま
す
。

■
湯
沢
市
地
方
創
生
推
進
会
議
を
傍
聴
し
ま

　
せ
ん
か

　
　

湯
沢
市
地
方
創
生
推
進
会
議
は
原
則
と

　

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま
す
の
で
、

　

都
合
の
合
う
人
は
ぜ
ひ
傍
聴
に
き
て
く
だ

　

さ
い
。
傍
聴
さ
れ
た
人
に
は
、
ご
意
見
、

　

ご
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
お
聞
き
し

　

て
い
ま
す
。

　
　

次
回
の
会
議
は
、
七
月
六
日
（
月
）
午

　

後
二
時
か
ら
、
市
役
所
本
庁
舎
4
階
41
会

　

議
室
で
開
催
し
ま
す
。

■
出
前
意
見
交
換
会
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

地
方
創
生
に
つ
い
て
、
市
と
の
意
見
交

　

換
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
意

　

見
交
換
を
希
望
す
る
団
体
は
、
市
企
画
課

　

企
画
政
策
班
（
☎
73
2
1
1
3
）
に
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

○
対
　
象　

市
内
に
在
住
、
勤
務
さ
れ
て

　
　

い
る
人
で
構
成
さ
れ
る
10
人
以
上
の
グ

　
　

ル
ー
プ

　

○
期
　
間　

7
月
10
日
〜
8
月
31
日
（
た

　
　

だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

　

○
申
込
期
限　

7
月
31
日
㈮

　

※

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、
日
程
な
ど

　

の
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

○
時
　
間　

午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
ま

　
　

で
の
2
時
間
以
内

　

○
場
　
所
　
開
催
を
希
望
す
る
団
体
で
指

　
　

定
・
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

　
　

市
役
所
の
会
議
室
も
利
用
い
た
だ
け
ま

　
　

す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

○
希
望
テ
ー
マ　

雇
用
創
出
、
移
住
定
住

　
　

の
促
進
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
、

　
　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
う
ち
、
関
心
が

　
　

あ
る
テ
ー
マ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
（
具

　
　

体
的
な
提
案
が
あ
る
場
合
は
そ
の
概
要

　
　

も
合
わ
せ
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
）

■
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
　

七
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
地
方

　

創
生
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

　

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
人
は
、
ご

　

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

湯沢市が無くなる可能性があること知った「しず小町ちゃん」は泣いてしまいます。でも・・・・。
「ポチねつさん」と「しず小町ちゃん」が湯沢市の将来を考え始めましたよ・・・・。

しず小町ちゃん、泣かないでくれよ、ワシがいじめたみたい
じゃないか。

国では、人口減少と少子高齢化を解決するため、東京への人口集中を防い
で、結婚や子育ての希望をかなえようと「地方創生」の取り組みを進めて
いるんじゃ。

国は、昨年12月、人口の現状と将来の姿、そして目指すべき方向を示した
「長期ビジョン」と、これを実現するための戦略である「まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を作ったんだよ。これは「しごと」と「ひと」の好循環、
それを支える「まち」の活性化を実現することを目指しているんじゃ。

全く減らないわけではないよ。長期ビジョンでは、人口減少に歯止めを
かけることで、2060 年に１億人の人口確保を目標としていて、総合戦略
では、『雇用創出』・『移住定住の促進』・『結婚・出産・子育て支援』・『新
しいまちづくり』の４つの分野でいろいろな取り組みをして地方を元気に
しようとしてるんじゃ。

いやいや、そうじゃないよ。全国の都道府県と市町村でも、国にならっ
て地方版人口ビジョンと総合戦略の策定に取り組んでいるんじゃ。

もちろんそうじゃ。湯沢市の現状を分析し、特色ある総合戦略をつくろうと
しているんだよ。それぞれの市町村で独自の取り組みをして、人口減少を防
ごうとしているんじゃ。

～ ～

どうやら気付いたようだね。湯沢市の特色と言えば、我々の出番だよ！

そういうことじゃ。

元気が出てきた「しず小町ちゃん」は地方創生を理解したようです・・・・。元気が出てきた「しず小町ちゃん」は地方創生を理解したようです・・・・。

湯沢市が無くなる可能性があること知った「しず小町ちゃん」は泣いてしまいます。でも・・・・。
「ポチねつさん」と「しず小町ちゃん」が湯沢市の将来を考え始めましたよ・・・・。
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当
日
は
晴
天
の
下
、
生
徒
た
ち
は
二
地

区
に
分
か
れ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
開
始
。
大
田

区
の
商
店
街
は
会
社
員
が
多
く
利
用
し
て

お
り
、
板
橋
区
の
商
店
街
は
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
買
い
物
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
時
間
が
午
前
九
時
か
ら
午

後
一
時
ま
で
と
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
効

率
良
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、「
活
動
Ｐ
Ｒ
隊
」、

「
ジ
オ
パ
ー
ク
隊
」、「
湯
沢
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ

隊
」、「
湯
沢
の
祭
り
Ｐ
Ｒ
隊
」、「
こ
ま
ち
娘

隊
」
に
分
か
れ
役
割
分
担
し
て
、
呼
び
込

み
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
、
湯
沢
の
特
産

品
、
湯
沢
の
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

団
長
と
し
て
生
徒
を
引
率
し
た
阿
部
教

頭
は
「
自
信
が
付
き
、
成
長
し
た
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

勝
中
学
校
三
年
生
の
修
学
旅
行
は

　
　
　

五
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
三
日
間
の
日
程
で
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
湯
沢
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
は

最
終
日
に
大
田
区
大
森
駅
東
口
商
店
街

（
東
京
都
）と
板
橋
区
上
板
橋
南
口
銀
座
商

店
街（
同
）で
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
の
検
討
は
二
年
生
の
三
学
期

か
ら
始
め
、
Ｐ
Ｒ
の
テ
ー
マ
は
湯
沢
市
が

力
を
入
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
「
ゆ
ざ
わ

ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
決
め
た
と
言
い
ま
す
。

ま
ず
は
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
と
Ｐ

Ｒ
の
方
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
の
仕

方
に
つ
い
て
は
、
雄
勝
小
学
校
の
先
生
た

ち
に
お
客
さ
ん
役
を
演
じ
て
も
ら
っ
た
り
、

道
の
駅
お
が
ち
で
実
際
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
た
り
と
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　

中
学
校
生
活
の
中
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
が
修
学
旅
行
で
す
。

　

雄
勝
中
学
校
で
は
例
年
、
行
き
先
が
沖
縄
県
で
し
た
が
、
今
回
か
ら
東
京

都
へ
変
更
し
、
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
た
修
学
旅
行
を
計
画
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、「
ふ
る
さ
と
湯
沢
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
通
し
て
、
郷
土
に
つ
い
て
の

学
び
を
深
め
そ
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
都
内
に
お
い
て
郷
土
の

素
晴
ら
し
さ
や
自
分
た
ち
の
学
び
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
に
奮
闘
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
湯
沢
」
を
Ｐ
Ｒ

〜
修
学
旅
行
体
験
学
習
〜

雄

雄勝中学校雄勝中学校

　東京都に行き先が変更になったので、生徒を成長させるための一つとして、体験学習を日程に
入れることにしました。ねらいは積極性と発信力（相手に伝える力）の向上としました。私は大田
区の商店街のＰＲ活動を見ていました。大きな声で呼び込みができるようになるまでは30分ぐら
いかかっていましたが、その後は慣れてきてＰＲ活動をがんばっていました。修学旅行から帰っ
てきてからの体育祭では、下級生をリードしたり的確にアドバイスををしたりと成長した姿がみ
られました。今回の体験学習を検証し、今後も続けていきたいと思っています。

阿部　桂
あ

いずみ

ゆ

べ かつら

 教頭

泉　音羽
おと は

 さん（3年）

　小町娘の衣装を着て、ＰＲ隊と
一緒に呼び込みをしました。恥ず
かしかったですが、声を出してが
んばりました。ＰＲ活動は円滑に
行えたと思っています。

由利涼香
り かすず

 さん（3年）

　女性や年配の人には話し掛けや
すかったです。ジオパークの質問
がありましたが、上手に対応でき
なかったので残念です。ＰＲ活動
の経験を今後に生かしたいです。

大田区の商店街（ジオパーク隊）

板橋区の商店街（こまち娘隊）

い とう

ふじ

伊藤流夏
りゅう な

 さん（3年）

　練習のとおり積極的に話し掛け
ることができました。ジオパーク
や特産品の内容を簡単に説明する
ことで、湯沢の良さや素晴らしさ
を上手にＰＲできたと思います。

藤原拓馬
わら またく

 さん（3年）

　話し掛けるのは大変でしたが、
道の駅おがちでの経験を生かし、
ＰＲしました。また、聞いてくれ
るように大事な箇所に絞って説明
するなど工夫しました。

大田区の商店街（ジオパーク隊）

板橋区の商店街（ジオパーク隊）
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　赤ちゃんが抱っこされて絵本を指さしたり、同じ言葉の繰り返し
やリズムを喜んだり…。こんな時間を親子一緒に過ごせることは、
とても幸せなことです。
　そして読み聞かせの時間は、親と子が寄り添い集中して向き合う
時間。子どもが大人になってからも、その大切な時間はいつまでも
記憶に残っているものです。読んでもらうことで情緒が安定したり、
実際に体験していないことであっても、登場人物に共感したり相手
の気持ちを理解できたりと、想像力も豊かになってきます。子ども
が成長していく過程で、親の優しい声やその雰囲気が、子どもの心
にしみわたっていくはずです。
　初めての絵本の選び方はさま
ざまですが、はっきりした色や
優しい色、絵は単純で分かりや
すいシンプルなもの、そして言
葉のリズムと繰り返しの面白さ
があるものがよいと思います。
図書館や各支援センターでもた
くさんの絵本の貸し出しをして
います。ご自身が手に取ってみ
て心地よく感じるものを、お子
さんにたくさん読んであげてく
ださい。

どもにとって絵本とは「楽しい体験」ですどもにとって絵本とは「楽しい体験」です子子
　昨年度ブックスタートを体験し
た保護者を対象としてアンケート
を行いました。ブックスタートの
メッセージは共感できたかという
質問には参加者全員が共感でき、
今後の読み聞かせについては98
パーセントの保護者が行いたいと
回答していることから読み聞かせ
への関心が高まったと思われます。

ブックスタートアンケート

子育て支援総合センター
センター長　村上　環

○問い合わせ
　健康対策課保健推進班（☎73‒2124）

ブ ッ ク ス タ ー トブ ッ ク ス タ ー ト
絵本を通じて親子の触れ合いを絵本を通じて親子の触れ合いを

むらかみ　 たまき

2人
0.9％

2人
0.9％

30.7％

67.6％

69人

152人

思う

Q今後読み聞かせを
　したいと思うか

2．受験資格
　 要件は次のとおりとなります。
　■上　級　①昭和56年4月2日から平成6年4月1
　　　　　　日までに生まれた人②平成6年4月2日
　　　　　　以降に生まれた人で、大学を卒業または
　　　　　　平成28年3月までに卒業見込みの人
　■中　級　昭和58年4月2日から平成8年4月1日
　　　　　　までに生まれた人（大学を卒業した人、
　　　　　　または平成28年3月までに卒業見込みの
　　　　　　人を除く）
　■初　級　昭和60年4月2日から平成10年4月1日
　　　　　　までに生まれた人（大学、短期大学、高
　　　　　　等専門学校を卒業または平成28年3月ま
　　　　　　でに卒業見込みの人（これらに相当する
　　　　　　学歴を有すると認められる人を含む）を
　　　　　　除く）
　■技術職　上記の要件を満たし、一級建築士の資格
　　（建築）　を有するか、平成28年3月までに資格取
　　　　　　得見込みの人

3．第一次試験
　(1) 日　時　9月20日㈰
　　　◇一般事務職　午前9時45分
　　　（午前9時～9時40分受け付け）
　　　◇技術職　午後1時15分
　　　（午後0時40分～1時10分受け付け）
　(2) 会　場　湯沢雄勝広域交流センター　
　　　　　　　（字沖鶴69-5）
　(3) 試験種目　筆記試験
　　　◇一般事務職（教養問題40題）120分
　　　◇技術職（専門試験30題）120分
　(4) 合格発表　10月上旬に本人に合否の別、試験の点
　　　数および順位を通知するほか、市ホームページに
　　　合格者の受験番号を掲示します
4．第二次試験
　(1) 日　時　11月上旬を予定
　(2) 試験種目　面接ほか（詳細は第一次試験合格者に
　　　通知）
5．最終合格発表
　　11月下旬に本人に合否の別を通知するほか、市ホー
　ムページに合格者の受験番号を掲示します。
6．申し込み方法・受付期間
　　受験申込書は、総務課人事給与班および各総合支所
　市民サービス班に備えています。郵送による請求の場
　合は、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書
　きし、宛先を明記した返信用封筒（角型2号）に120
  円分の切手を貼り、同封してください。
　　受け付けは、7月1日㈬から8月3日㈪まで。郵送
　による申し込みの場合は8月3日㈪までの消印のある  
　ものに限り受け付けます。
7．申し込み・問い合わせ
　総務課人事給与班（〒012‒8501湯沢市佐竹町1番1号、
　☎55-8245）へ

平成27年度湯沢市職員採用試験平成27年度湯沢市職員採用試験

求む！湯沢の未来をつくる力

3．第一次試
(1) 日 時

湯沢の地と人を大切に思い、地域の課題解決のため、
何事にも全力で取り組む、熱い心を持った人材を求めています

1．試験区分および採用予定人員

一般事務職

試 験 区 分 職 務 内 容採用予定人員

技術職（土木）

技術職（建築）

上級

中級

初級

上級

中級

上級

中級

11人程度

1人程度

1人程度

市の事業・サービス全般
における一般行政事務

都市基盤などの整備にお
ける専門的技術業務

建築物などの整備、維持管
理における専門的技術業務

ブックスタートアンケート

　
市
で
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
七
カ
月
児

健
康
診
査
の
会
場
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
通
じ
て
ゆ
っ

く
り
心
触
れ
合
う
ひ
と
時
を
持
つ
き
っ
か
け

を
作
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
絵
本
を
紹

介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
が
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
の
保
育
士

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
体
験
を
し
ま

す
。
そ
の
後
に
図
書
館
司
書
や
読
み
聞
か
せ

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
説
明
を
聞
い
て
も
ら
い
、
家
庭
で
も
す

ぐ
に
絵
本
を
楽
し
む
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
三
冊
の
絵
本
の
中
か
ら
気
に
入
っ

た
一
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
士
の
読
み
聞
か
せ
の
場
面
で
は
、
保

育
士
が
持
つ
絵
本
を
赤
ち
ゃ
ん
が
じ
っ
と
見

つ
め
る
様
子
や
、
声
を
出
し
て
喜
ぶ
姿
が
見

ら
れ
、
そ
れ
を
見
て
い
る
保
護
者
も
自
然
に

顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
絵
本
は
赤
ち
ゃ
ん
に

優
し
く
語
り
か
け
、
親
子
が
ゆ
っ
た
り
と
触

れ
合
う
時
間
を
自
然
に
作
り
だ
し
て
く
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
子
育
て

支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た
ち

が
関
わ
る
こ
と
で
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す

る
活
動
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

時　9月20日㈰
試験
時 9月20日㈰

い、地域の課題解決のため、
熱い心を持った人材を求めています

（写真：平成 27 年度新規採用職員）



国
保
予
算
に
つ
い
て

介
護
納
付
金

後
期
高
齢
者
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援
金
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 　皆さんに納めていただく保険税は、国民健康保険事業を支える大切な財源です。納税通知書は7月
中旬ころまで世帯主のかたに送付します。 納期内（7月から平成28年2月まで）に必ず納めましょう。

医
療
費

　

医
療
保
険
分
の
保
険
税
を
決
め
る
基
礎
資

料
と
な
る
一
般
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費
の

推
移
は
グ
ラ
フ
①
か
ら
③
ま
で
の
と
お
り
で

す
。

　

二
十
六
年
度
の
医
療
費
実
績
は
、
二
十
五

年
度
と
比
較
し
て
〇
・
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

額
に
す
る
と
二
千
三
百
九
十
四
万
四
千
円
減

少
し
ま
し
た
。
二
十
五
年
度
は
二
十
四
年
度

と
比
べ
て
一
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
千
九

百
八
十
六
万
一
千
円
増
加
し
て
お
り
、
二
年

間
で
四
千
五
百
九
十
一
万
七
千
円
増
加
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま

で
の
期
間
で
み
る
と
、
医
療
費
は
二
十
三
年

度
と
二
十
六
年
度
に
一
時
的
に
減
少
し
た
も

の
の
、そ
の
前
後
は
増
加
し
て
い
ま
す
。二
十

五
年
度
は
二
十
四
年
度
よ
り
一
・
九
五
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
、
二
十
六
年
度
は
二
十
五
年
度

よ
り
〇
・
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
、

二
年
間
で
一
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
上
昇
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
被
保
険
者
が
減
少

し
て
い
な
が
ら
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が

増
加
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
二
十
七
年
度
の
医
療
費
の
試

算
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
五
年
間
の
一
人
当

た
り
の
平
均
給
付
額
を
積
算
し
、
年
度
内
に

お
け
る
平
均
被
保
険
者
数
を
乗
じ
た
と
こ
ろ
、

療
養
給
付
費
と
療
養
費
、
高
額
療
養
費
と
も

増
額
が
見
込
ま
れ
、
二
十
六
年
度
と
比
較
し

て
千
七
百
八
十
六
万
二
千
円
増
加
の
三
十
六

億
四
千
百
九
十
万
一
千
円
（
〇
・
四
九
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
）
と
な
り
、
特
に
高
額
療
養
費

（
三
・
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
）
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。

○表１　後期高齢者支援金（事務費含む）
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
る
た
め
、

被
保
険
者
は
後
期
高
齢
者
支
援
金
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
七
年
度
の
国
保
被
保
険
者
一
人
当
た

り
の
負
担
額
は
、
五
万
六
千
五
百
三
十
四
円

で
、
二
十
六
年
度
よ
り
二
千
四
円
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
十
五
年
度
の
精
算

額
と
し
て
、
支
援
金
か
ら
減
額
に
な
る
額
は

八
千
四
百
四
十
五
万
五
千
円
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
二
十
七
年
度
の
支
援
金
の

総
額
は
二
十
六
年
度
に
比
べ
、
千
三
十
万
五

千
円
減
額
と
な
り
、
七
億
三
千
六
百
二
十
五

万
六
千
円
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

へ
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
１
）
。

一人当たりの
負担額（円）

25 年度 26 年度 27 年度見込み

前々年度の
精算額（千円）

支援金の
納付額（千円）

54,530

△73,511

746,561

56,534

△84,455

736,256

■支援金額の計算方法
　一人当たりの負担額×被保険者数（0歳～74歳）

　

介
護
保
険
分
の
保
険
税
を
決
め
る
基
礎
資

料
と
な
る
介
護
納
付
金
納
付
額
の
推
移
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

介
護
納
付
金
は
、
国
保
に
加
入
す
る
四
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
被
保
険
者
（
第
二

号
被
保
険
者
）
の
見
込
み
人
数
と
一
人
当
た

り
の
負
担
額
を
基
に
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
が
算
定
し
ま
す
。
二
十
七
年
度
の
介

　

国
保
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
歳
入
不
足
が

生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
被
保
険
者
の
急
激

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
や
国
保
財
政
調
整
基
金
（
基
金
）
の

取
り
崩
し
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
二
十

六
年
度
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
、
一
億

八
千
五
百
十
六
万
八
千
円
減
少
の
二
億
四
千

九
百
九
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
た
た
め
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
二
億
二
千
万
円
を
繰
り
入

れ
ま
し
た
。
二
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
繰
越

金
が
八
千
九
百
四
十
八
万
三
千
円
増
加
の
三

億
三
千
九
百
四
十
一
万
九
千
円
と
増
加
し
た

こ
と
や
、
一
億
五
千
五
百
万
円
を
財
政
調
整

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
こ
と
に
よ
り
税
率

改
正
を
行
わ
ず
に
済
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
給
付
費
に
不
足
を
来
す
事
態

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
適
正
な
負
担
と
給
付

を
検
討
し
た
上
で
今
後
の
国
保
財
政
運
営
に

努
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

護
納
付
金
概
算
額
は
、
二
十
六
年
度
よ
り
四

千
百
九
十
六
万
五
千
円
減
額
の
三
億
六
千
六

百
十
二
万
円（
十
・
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
の
負
担
額
が
二
十

六
年
度
と
比
べ
て
、
千
百
五
十
円
減
額
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
介
護
給
付
費

な
ど
が
五
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
負
担
額
を
減
少
さ
せ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
入
者
が
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、

お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

一
年
間
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費
な
ど
か
ら
、

国
庫
支
出
金
な
ど
の
収
入
を
差
し
引
い
た
残

り
が
保
険
税
と
し
て
必
要
な
額
に
な
り
ま
す
。

税
率
は
こ
の
必
要
額
を
基
に
、
被
保
険
者
の

前
年
所
得
金
額
（
所
得
割
額
）
、
被
保
険
者

の
人
数
（
均
等
割
額
）
、
国
保
加
入
世
帯
数

（
平
等
割
額
）
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

二
十
七
年
度
の
税
率
は
、
国
保
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
の

負
担
を
軽
減
し
、
医
療
分
・
支
援
金
分
・
介

護
分
と
も
二
十
六
年
度
と
同
じ
率
（
額
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
・

支
援
金
分
・
介
護
分
の
合
計
に
よ
っ
て
課
税

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
限
度
額
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
二
十
七
年
度
の
地
方
税
制

の
改
正
に
よ
り
、
医
療
分
の
課
税
限
度
額
が

五
十
一
万
円
か
ら
五
十
二
万
円
に
、
支
援
金

分
が
十
六
万
円
か
ら
十
七
万
円
に
、
介
護
分

が
十
四
万
円
か
ら
十
六
万
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
険
税
は
、
社
会
保
険
料
と
し
て
の
性
格

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
上
限
と
な
る
課
税
限

度
額
を
定
め
て
、
一
定
の
税
額
以
上
は
課
税

さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

限
度
額
を
超
え
る
分
の
保
険
税
は
、
他
の
限

度
額
に
達
し
な
い
世
帯
の
負
担
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
で
は
毎
年
度
試

算
を
行
っ
て
、
全
世
帯
に
占
め
る
限
度
額
該

当
世
帯
の
割
合
を
考
慮
し
な
が
ら
限
度
額
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
保
険
税
全
体
の
課
税

限
度
額
は
、
八
十
一
万
円
か
ら
八
十
五
万
円

に
な
り
ま
す
。

国
保
税
の
税
率

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

時
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

○表 2　介護納付金

一人当たりの
負担額（円）

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度見込み

前々年度の
精算額（千円）

納付額（千円）

62,120

△39,152

366,120

○グラフ①～③
【一般被保険者に係る医療費】（単位：千円）

△

グラフ①：療養給付費

△

グラフ②：療養費

△

グラフ③：高額療養費

平成27年度
国民健康保険税の税率が決定

国民健康保険税の税率に変更はありません

0.48％ △1.07％ △0.04％ 2.17％ △1.37％ 0.02％

31億
8,693万
6千円

31億
5,273万
1千円

31億
5,148万
2千円

32億
1,975万
9千円

31億
7,559万
8千円

31億
7,630万
2千円

△3.97％
△11.68％ 6.97％

17.24％ 1.95％

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（見込み）

2,084万
円

1,840万
5千円

1,871万
2千円

2,001万
6千円

2,346万
6千円

2,392万
3千円

4.75％ 0.05％ 8.45％ 0.07％ 4.11％ 3.93％

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（見込み）

3億
7,597万
8千円

3億
7,616万
1千円

4億
792万
8千円

4億
820万
8千円

4億
2,497万
5千円

4億
4,167万
6千円

52,518

△61,279

751,178

52,107 54,191 56,366 59,588

△48,489 △29,041 △18,597 △25,733

348,515 386,008 397,328 400,977

63,270

△27,403

408,085

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（見込み）

1.67％

国民健康保険の税率など

平成 26 年度

所得割額
均等割額
平等割額

税　　　率

合　　　　計

10.10%
24,800 円
20,400 円

所得割額
均等割額
平等割額

3.00%
7,200 円
5,800 円

所得割額
均等割額
平等割額

2.80%
9,100 円
5,200 円

医
療
分
支
援
金
分

後
期
高
齢
者

納
付
金
分

介
護

510,000 円

160,000 円

140,000 円

810,000 円

賦課限度額

平成 27 年度

所得割額
均等割額
平等割額

税　　　率

合　　　　計

10.10%
24,800 円
20,400 円

所得割額
均等割額
平等割額

3.00%
7,200 円
5,800 円

所得割額
均等割額
平等割額

2.80%
9,100 円
5,200 円

医
療
分
支
援
金
分

後
期
高
齢
者

納
付
金
分

介
護

520,000 円

170,000 円

160,000 円

850,000 円

賦課限度額
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保
険
税
の
軽
減
・
減
免

♦
保
険
税
の
軽
減　

　

世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
の
前
年
の
所
得

合
計
額
が
一
定
の
基
準
額
以
下
の
場
合
、
保

険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
七
割
、
五

割
ま
た
は
二
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
額
は
世
帯
の
前
年
の
所
得
状
況
に
よ

っ
て
判
定
し
ま
す
の
で
、
世
帯
内
に
無
申
告

の
人
が
い
る
場
合
は
保
険
税
も
軽
減
で
き
ま

せ
ん
。
税
の
申
告
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人

は
、
お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
二
十
七
年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

に
よ
り
、
中
低
所
得
層
の
保
険
税
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
保
険
税
軽
減
範
囲
が
改
正
さ

れ
、
五
割
軽
減
お
よ
び
二
割
軽
減
の
対
象
世

帯
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

♦
解
雇
や
倒
産
な
ど
で
離
職
し
た
人

   

は
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

平
成
二
十
一
年
三
月
以
降
に
倒
産
、
解
雇
、

雇
い
止
め
な
ど
で
離
職
（
非
自
発
的
失
業
者
）

し
た
六
十
五
歳
未
満
の
人
は
、
離
職
日
の
翌

日
の
属
す
る
月
か
ら
、
離
職
日
の
翌
日
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
、
前
年
の
給
与

所
得
を
百
分
の
三
十
と
し
て
、
国
保
税
を
算

定
お
よ
び
軽
減
判
定
し
ま
す
。
軽
減
を
受
け

る
に
は
申
告
が
必
要
で
す
の
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
担
当
窓
口

へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

♦
保
険
税
の
納
付
や
医
療
費
の
一
部

　
負
担
金
支
払
い
が
困
難
な
人
へ

　

天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
や

収
入
が
少
な
く
生
活
が
苦
し
い
た
め
公
私
の

扶
助
を
受
け
る
と
き
な
ど
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

減
免
の
申
請
は
、
各
納
期
限
日
の
一
週
間

前
ま
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
27
年
度
の
第
１
期
分
申
請
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
24
日（
金
）

　

な
お
、
ロ
ー
ン
や
負
債
に
よ
っ
て
生
活
が

苦
し
く
な
っ
た
場
合
は
、
原
則
的
に
減
免
で

は
な
く
、
分
割
納
付
な
ど
の
方
法
に
よ
る
対

応
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
っ

て
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
医
療
機
関
に
医
療

費
の
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
申
請
に
よ
っ
て
一
部
負
担
金
の
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
】

　

・
納
付
書
で
の
現
金
払
い
の
方
法
に
は
変

　
　

更
で
き
ま
せ
ん

　

・
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
３
〜
４
カ
月
後

　
　

に
特
別
徴
収
が
停
止
さ
れ
、
口
座
振
替

　
　

が
開
始
さ
れ
ま
す

　

・
既
に
口
座
振
替
を
申
し
込
み
し
て
い
る

　
　

か
た
も
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
の

　
　

届
け
出
が
必
要
で
す

　

・
国
保
税
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
ご
希

　
　

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　

①
印
鑑
（
認
印
可
）
、
②
振
替
希
望
口
座

　

の
預
金
通
帳
、
③
通
帳
届
出
印

※

既
に
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

か
た
は
、
②
と
③
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○問い合わせ・申告・手続き先
▼保険税に関する問い合わせ
　税務課市民税班（☎55ー8094）へ
▼医療費・被保険者証・非自発的失業について
　市民課国保年金班（☎55－8164）
   または各総合支所市民サービス班へ
▼口座振替への変更手続きについて
　税務課納税班（☎73－2118）
   または各総合支所市民サービス班へ

■国民健康保険税の計算方法■

▲

医療分、後期高齢者支援金分、介護納付金分を別個に計算し、得られた額の合計が保険税になります。

■所得割額の課税標準額＝前年中の所得－基礎控除（33万円）・・・Ⓐ

３ 介護納付金分

Ⓐ×2.8％（所得割額）
＋

9,100円（均等割額）

（40歳～64歳の人）

③ ＋ ５，２００円② ＋ ５，８００円① ＋ ２０，４００円

２
Ⓐ×3.0％（所得割額）

＋
7,200円（均等割額）

（０歳～74歳の人）
後期高齢者支援金分後期高齢者支援金分１ 医療分

Ⓐ×10.1％（所得割額）
＋

24,800円（均等割額）

（０歳～74歳の人）

平成27年度の国民健康保険税額

1213

保険税は納期内に必ず納めましょう

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
世
帯
主
の
か
た

は
、
受
給
し
て
い
る
公
的
年
金
か
ら
保
険
税

が
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

・
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
あ
る

　

こ
と

・
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
年

　

齢
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
公
的
年
金

　

受
給
者
で
あ
る
こ
と

・
保
険
税
と
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
、

　

対
象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

　

て
い
な
い
こ
と

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）

　

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
か
た
は
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※軽減になる場合は、納税通知書に軽減額が記載されていますのでお確かめください。

○保険税が軽減となる判定の基準

450,000円×被保険者数・特定同一
世帯所属者の数＋33万円

245,000円×被保険者数・特定同一
世帯所属者の数＋33万円

33万円

470,000円×被保険者数・特定同一
世帯所属者の数＋33万円

260,000円×被保険者数・特定同一
世帯所属者の数＋33万円

33万円

2割軽減

5割軽減

7割軽減

軽減割合
平成26年度 平成27年度

▲次に、世帯で合算した①から③までにそれぞれ平等割額を加算し、100円未満を切り捨てて
　合算した額が、国民健康保険税額になります。
▲次に、世帯で合算した①から③までにそれぞれ平等割額を加算し、100円未満を切り捨てて
　合算した額が、国民健康保険税額になります。

判定基準（世帯の前年度所得合計額が下記以下の場合に該当）
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◎市の取扱窓口・問い合わせ
　◆市民課国保年金班
　　（☎55-8164）
　◆稲川総合支所市民サービス班
　　（☎42-2111 内線701～707）
　◆雄勝総合支所市民サービス班
　　（☎52-2111 内線801～807）
　◆皆瀬総合支所市民サービス班
　　（☎46-2111 内線921～924）

◎平成27年度秋田県一人あたりの保
　険料
　　保険料は、県内の加入者全員に等しく
　納めていただく「均等割額」と、加入者
　本人の基礎控除後、所得に応じて納めて
　いただく「所得割額」の合計額になります。
　◆秋田県の一人当たりの保険料
　　均等割額　39,710円
　　所得割額　基礎控除後の被保険者本人
　　　　　　　の総所得金額 ×8.07％（所
　　　　　　　得割率）

　後期高齢者医療制度の運営は、県内全ての市町村が加入する「秋
田県後期高齢者医療広域連合」が行い、申請の受け付けや保険料
の徴収、被保険者証の引き渡しなどの窓口業務は、市民課国保年
金班と各総合支所市民サービス班で行っています。

◎平成27年度の保険料軽減措置
　（均等割額・所得割額）
　　所得の低い世帯の人は、世帯主および
　被保険者の所得に応じて軽減されます。
　◆均等割額の軽減　世帯主および被保険
　　者の総所得額で判定（表1）
　◆所得割額の軽減　被保険者本人の総所
　　得金額など（基礎控除後）に応じて、
　　所得割額が軽減されます（表2）。また、
　　後期高齢者医療に加入する前日に職場
　　の健康保険などの被扶養者であった人
　　の均等割額も軽減されます（表3）。

◆

現在お使いの保険証の有効期限は7月31日まで
　です

◆新しい保険証は７月下旬に郵送。8月1日から
　使用できます

◎ジェネリック医薬品
　　ジェネリック医薬品に切り替えることにより、自己負担額を500円以上削減できると見込まれる人には「ジェ
　ネリック医薬品に関するお知らせ」をお送りします。（7月と平成28年1月送付予定）ジェネリック医薬品へ　
　の切り替えに当たっては、主治医や薬剤師に十分ご相談ください。
※ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発医薬品と効き目や安全性が同等であると証明され、厚生労働省が承認した安価な薬。

◎新しい「被保険者証（保険証）」 は、7月下旬にお送り
　します
　　現在、お手元にある「保険証」の有効期限は、7月31日までです。
　7月下旬に、新たな「保険証」を加入者の皆さんにお送りします。
　なお、申請などの手続きは必要ありません。
　　8月1日以降は、新しい保険証をお使いください。また、保
　険証の「一部負担金」の割合は、被保険者の前年所得に応じて、
　自己負担割合が1割の人と3割の人がおりますので、ご確認く
　ださい。

◎保険料決定通知を7月中旬に送付します
　　　平成26年中の所得に応じて確定した27年度の保険料をお知らせする通知を、加入者の皆さんにお送りします。
　　　保険料は、特別徴収（年金からの徴収）と普通徴収（口座振替または納付書での徴収）による人がいますので、
　　ご確認ください。
　◆年金徴収から口座振替に変更できます
　　　保険料は、原則として年金から納めていただくことになっていますが、申請により口座振替に変更することが
　　できます。詳しくは、取扱窓口にご相談ください。
　　　申請手続きの際は①振替口座の預金通帳、②通帳の届け出印、③保険証を持参してください。

◎医療機関窓口での負担割合・自己負担限度額
　◆「医療費自己負担限度額」を超えた場合は高額療養費が支給されます
　　　外来や入院をした際に、1カ月の医療費の窓口負担額が、下表4の「医療費自己負担限度額」を超えた場合、
　　超えた部分が高額療養費として支給されます。
　◆世帯全員が市県民税非課税の場合「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申請を
　　　世帯全員が市県民税非課税の人は、申請することで入院時の食事代と1カ月の医療費自己負担限度額が減額に
　　なる「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受けることができます。申請の際は①印鑑、②保険証を持
　　参してください。
　　　なお、現在交付を受けている人で、26年中の所得で引き続き該当する人については、8月1日から有効となる
　　認定証を、保険証と一緒にお送りします。
　　　医療機関の窓口で忘れずに提示し、正しい医療費の請求を受けられるようにしましょう。

◎市の取扱窓口・問い合わせ
◆市民課国保年金班

　後期高齢者医療制度の運営は、県内全ての市町村が加入する「秋
田県後期高齢者医療広域連合」が行い、申請の受け付けや保険料
の徴収 被保険者証の引き渡しなどの窓口業務は 市民課国保年

後期高齢者医療制度

ココを確認してください

表３　職場の健康保険などの被扶養者であった人の軽減

表２　所得割額の軽減

表１　均等割額の軽減

【注意：表３】国民健康保険（国保）と国民健康保険組合（国保組合）に加入していた
　　　　　　　人は、軽減措置の対象になりません。

後期高齢者医療に加入する前日に、職場の健康保険な
どの被扶養者であった人

58万円以下（年金収入のみの場合は153万円～211万円以下）

33万円（基礎控除額）＋47万円×世帯の被保険者の数

被保険者全員の年金収入が80万円以下で、
その他各種所得がない

33万円（基礎控除額）＋26万円×世帯の被保険者の数

33万円（基礎控除額） ８．５割

９　割

５　割

２　割

5,956円

3,971円

19,855円

31,768円

５　割

3,971円９　割

軽減割合

均等割額軽減割合

均等割額軽減割合

該当する人の条件等

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後）

世帯主および被保険者の総所得金額が下記基準
を超えない世帯

表４　医療機関窓口での負担割合・自己負担限度額とその判定基準・入院時の食事代

▼入院時の食事代については、区分Ⅰと区分Ⅱは「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関窓口に提示することで
　適用されるものです。提示しなかった場合は、一般と同じ額を負担することになるので注意してください。

▼１カ月に窓口で支払う自己負担額が定められた限度額を超える場合、超えた分の額を支払う必要はありません。ただし、複数の医療機関
　を受診して限度額を超える場合は、いったん窓口でお支払いください。後日、「高額療養費」として支給されます。

負担
割合

判　　定　　基　　準区　分 外来＋入院
（世帯ごとの限度額）

外　来
（個人ごとの限度額） 標準負担額

入院時の食事代医療費自己負担限度額

市
県
民
税
非
課
税
世
帯

市
県
民
税
課
税
世
帯

区 分 Ⅰ

一 　 般

区 分 Ⅱ

１割

１割

１割

１割

３割

一定以上
所 得 者

①世帯の全員が市県民税非課税世帯で、その世帯の各
　種収入などから必要経費・控除（年金の所得控除は
　80万円として計算）を差し引いたときに０円となる人
②市県民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者

※２　入院時の食事代について、過去12カ月間（区分Ⅱの減額認定を受けている期間に限る）の入院
　　　日数が90日を超える場合、入院日数を確認できる領収書と印鑑、交付を受けている後期高齢者
　　　医療限度額適用・標準負担額減額認定証を市役所窓口に持参してください。

世帯全員が市県民税非課税世帯である人

市県民税課税世帯に属する人

70歳以上または後期高齢者医療の被保険者の収入合計
が2人以上で520万円未満、1人で383万円未満である
と申請した場合は1割となります

同一世帯に、課税所得が145万円以上の被保険者がい
る人で、
①後期高齢者単身世帯で収入が383万円以上の人
②後期高齢者複数世帯で収入が520万円以上の人

１食100円　15,000円　

24,600円　

44,400円　

44,400円　

80,100円
＋

（医療費－267,000
円）×１％　※１

8,000円　

8,000円　

12,000円　

12,000円　

44,400円　

①１食210円
②入院91日目以
降は１食160円
（要申請）　※２

１食260円　
※１　過去12カ月間で４回以上高額療養費の支給を受ける場合、外来＋入院の４回目からの自己負担
　　　限度額は44,400円です。
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■平成26年度の実施状況

■第4期中山間地域等直接支払制度の概要
○交付単価

○対象となる行為
■基礎単価（通常単価の8割）

■通常単価（10割単価）
　基礎単価の①～③に加え、④・⑤が必要
　④農用地等保全体制整備
　⑤地域の実情に即した農業生産活動等の継続に
　　向けた活動

○対象となる農用地
農業振興地域内の農用地であり、傾斜などの要件を満た
す1ヘクタール以上の農用地（飛び地を含む）が対象と
なります。

◆水田の傾斜条件

◆活動状況 ◆集落協定の概要

◆対象農用地面積

臨時福祉給付金 子育て世帯
臨時特例給付金

両
方
と
も
受
給
可（※

）

中学生以下の児童が
いる子育て世帯

住民税（均等割）が
課税されていない人

・課税されている人に生活の面倒
   を見てもらっている人
 （扶養されている人）
・生活保護の受給者　
　　　　　　　　　などは対象外

高
所
得
世
帯

対　象 対　象

※平成27年度は、2つの給付金のどちらの要件にも該当する人については、
2つの給付金を両方とも受け取ることができます。
　

※平成27年度は、2つの給付金のどちらの要件にも該当する人については、
2つの給付金を両方とも受け取ることができます。
　

◆支給対象者
　基準日（平成27年1月1日）時点で住民票が湯沢市に
　ある人
◆支給額
　１人につき6,000円
◆申請期間 
　対象となる見込みの人に対して、個別に申請書類を
　郵送します
※詳細は決まり次第、お知らせします。

◆支給対象者
　平成27年6月分の児童手当を受給される人
※特例給付（児童手当の所得制限額以上の人に、児童
1人当たり月額5,000円を支給）を受給される人は、対
象外。なお、児童手当の認定請求を失念するなどして、
6月分の児童手当の対象となる児童分の支給が受けら
れない人も、支給対象になり得るので、5月31日時点
で住民票のある市区町村の窓口に相談ください。
◆支給額
　対象児童1人につき 3,000円
◆申請期限 
　9月30日㈬（土・日曜日、祝日を除く）
◆申し込み・問い合わせ
　福祉課児童福祉班（☎78-0166）へ
※支給対象の可能性がある人には既に申請書類を送付
しています。公務員は勤務先から配布されます。

　｢臨時福祉給付金｣ や｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の
　　　　　　　  や　　　　　　  　 にご注意ください。振り込め詐欺振り込め詐欺振り込め詐欺 個人情報の詐取個人情報の詐取個人情報の詐取

　自宅や職場などに市区町村や厚生労働省の職員などを語った電話がかかって
きたり、郵便が届いたりしたら、迷わず、お住まいの市区町村や最寄りの警察署
または警察相談専用電話(♯9110)にご連絡ください。

DV被害者や児童福祉施設などに入所している児童などで、他の市区町村から住民票を移さずに湯沢市に
お住まいの人は、湯沢市で申請を受け付けできる場合がありますのでご相談ください。

お知らせします。2つの給付金   お知らせします。2つの給付金    お知らせします。2つの給付金    

◆問い合わせ
　福祉課地域福祉班
　（☎73-2122）へ　

◆畑・草地・採草放牧地の傾斜条件

急傾斜    
緩傾斜    
急傾斜    
緩傾斜    
急傾斜    
緩傾斜    
高草地比率    
急傾斜    
緩傾斜    

21,000
8,000
11,500
3,500
10,500
3,000
1,500
1,000
300

16,800
6,400
9,200
2,800
8,400
2,400
1,200
800
240

区　分 通常単価 基礎単価地　目

田

畑

草　地

採草
放牧地

　第3期（平成22年度～26年度）が26年度で終了し、27年度
から第4期（平成27年度～31年度）の開始となります。
○問い合わせ　農林課農政班（☎73-2133）へ　

福
祉
課

①集落マスタープランの作成
②水路・農道等の管理活動など
③多面的機能を増進する活動（周辺林地の草刈り、
　景観作物の作付等から選択） 急傾斜 15°以上

対象外 8°未満

緩傾斜 8°以上 15°未満
2.7m

1.4m

10m

活動内容 協定数

耕作放棄の防止などの活動              

水路・農道などの管理活動              

多面的機能を増進する活動              

農地等保全マップ活動              

94

94

94

92

  38,329,133
43,629,808
59,630,870
52,450,278
 194,040,089

693
764
1,121
594
3,172

0
0
1
0
1

12
20
43
19
94

0
0
1
0
1

12
20
41
19
92

0
0
0
0
0

0
0
2
0
2

湯沢
稲川
雄勝
皆瀬
合計

急傾斜 1/20 以上

対象外 1/100 未満

緩傾斜 1/100 以上
       1/20 未満

0.5m

0.1m

10m

第3期（平成22年度～26年度）が26年度で終了し、27年度

中山間地域等直接支払制度中山間地域等直接支払制度
農業生産条件の不利な中山間地域等におい
て、集落等を単位に、農用地を維持・管理
していくための取決め（協定）を締結し、
それにしたがって農業生産活動などを行う
場合に、面積に応じて一定額を交付する制
度です。

｢中山間地域等直接支払制度｣とは

　26年度の「中山間地域等直接支払制度」の実施状況がまとまりましたので、中山間地域等直接支払交付金実
施要領第12の規定に基づきお知らせします。

単位：円／10ａ      

3,536,423

4,604,295

6,466,126

2,982,978

17,589,822

4,005,092

4,881,793

6,856,772

4,321,864

20,065,521

0

45,026

0

7,492

52,518

0

74,535

0

50,405

124,940

0

119,561

0

57,897

177,458

0

0

0

0

0

0

0

0

69,091

69,091

0

0

0

69,091

69,091

468,669

322,524

390,646

1,346,378

2,528,217

3,536,423

4,678,830

6,466,126

3,102,474

17,783,853

4,005,092

5,001,354

6,856,772

4,448,852

20,312,070

湯沢

稲川

雄勝

皆瀬

合計

単位：㎡   

468,669

277,498

390,646

1,338,886

2,475,699

地域名
田 畑

急傾斜 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

草　地 合　計
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六
月
四
日
、
県
内
の
農
林
水
産
業
の
生

産
現
場
を
視
察
す
る
一
環
で
、「
地
熱
水

活
用
ト
マ
ト
」が
栽
培
さ
れ
て
い
る
皆
瀬
・

小
安
地
区
の
園
芸
ハ
ウ
ス
を
中
島
英
史
副

知
事
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
中
島
副
知
事
は
、
栽
培
に
携
わ
っ
て
い

る
佐
藤
章
さ
ん
と
伊
藤
淳
さ
ん
に
栽
培
方

法
な
ど
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
地
熱
水
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
内

容
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

は
収
穫
さ
れ
た
ト
マ
ト
を
試
食
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
の
ト
マ
ト
栽
培
は
、
年
間
を
通
じ
て

農
業
収
入
の
確
保
を
目
指
し
て
市
が
行
っ

て
い
る
、
地
熱
水
を
活
用
し
た
周
年
農
業

（
冬
期
間
含
む
）の
ト
マ
ト
栽
培
実
証
試
験
。

平
成
二
十
六
年
十
一
月
か
ら
東
京
・
築
地

市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
二
十
七
年

度
は
一
部
を
県
内
向
け
に
出
荷
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

トマト栽培実証試験

地熱水を活用し
たトマト栽培
中島副知事視察

トマトを試食する中島副知事（写真中央）

な
か
し
ま 

ひ
で
ふ
み

オリジナルの箱に収納されたトマト

さ  

と
う 

あ
き
ら

い
と
う 
あ
つ
し

2015.07.01
19

2015.07.01
18

ホット
スマイル

この人が居るからまた来ようと言われるようになりたいです
「地元温泉郷のホテルで働いている」

赤平　悠紀さん
Yu k i　Ak a h i r aフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.72

担
当
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
主
に
総
務
管
理
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
と

き
に
は
、
以
前
担
当
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宴
会

場
で
の
業
務
も
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
地
元
湯
沢
市
を
盛
り
上
げ
た
い
、
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
と
、
人
と
接
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
休
日
は
友
達
と
少
し
遠
出
の
ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、

買
い
物
や
お
い
し
い
物
を
食
べ
に
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

A
職
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す
か
？

Q
困
っ
た
と
き
に
は
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
す
し
、
気
軽

に
相
談
が
で
き
る
温
か
い
雰
囲
気
の
職
場
で
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
現
在
担
当
し
て
い
る
経
理
事
務
の
知
識
を
も
っ
と
習

得
す
る
た
め
の
勉
強
を
頑
張
る
こ
と
と
、
お
客
さ
ん

に
秋
の
宮
温
泉
郷
の
一
番
の
売
り
で
あ
る
温
泉
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
心
地
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

お
客
さ
ん
が
考
え
て
い
る
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
正
し
い
言
葉
遣
い
な
ど
に
気
を
付
け
て
、
お
客
さ
ん

の
要
望
に
は
な
る
べ
く
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
自
然
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
変

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
言

葉
や
笑
顔
を
見
る
と
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ

た
な
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。

A

許しません、税の滞納
市税の滞納処分を強化しています

　市税は私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を担っています。福祉や保険といった社会保障、
ごみ処理、教育、道路整備など、さまざまな事業を進める上で、非常に大切な財源です。
　市税を滞納する事は、納期内に納税している大多数の市民との公平性を欠くことになります。また、市の財政を
圧迫し、住民サービスに支障を来すことになります。このことから、納税相談もなく納付のない人に対しては、滞
納処分により強制的に徴収しています。

○
納
税
通
知
書
発
送

○
督
促･

催
告

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
状
を
発
送
し

ま
す
。
延
滞
金
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
し
な
い
人
に
対
し

て
は
、
文
書
や
電
話
な
ど
で
納
税
の
催
告

を
行
い
ま
す
。

○
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
）

○
換
価
処
分

　
　（
債
権
取
立･

不
動
産
公
売
）

○
財
産
調
査

勤
務
先
、
金
融
機
関
、
生
命
保
険
会
社
、

官
公
庁
、
取
引
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
本
人
の
承
諾
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

再
三
の
催
告
に
も
応
じ
ず
、
納
税
相
談
の

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分

（
財
産
差
押
）
を
執
行
し
ま
す
。

債
権
は
原
則
即
時
で
取
り
立
て
し
ま
す
。

不
動
産
に
つ
い
て
は
公
売
（
売
却
）
に
よ

り
換
価
し
、
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
市
が
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
す
る

　
こ
と
で
す
。
私
債
権
と
は
異
な
り
、
税
を

　
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
市
は
裁
判
所
に
訴

　
え
る
必
要
な
く
、
差
し
押
さ
え
で
き
ま
す
。

　　
　

　
○
債
権
＝
預
貯
金
、
給
与
、
年
金
、
生
命

　
　
保
険
、
所
得
税
還
付
金
、
売
掛
金
、
賃

　
　
料
な
ど

　
○
不
動
産

　
○
無
体
財
産
権
＝
出
資
金
（
信
用
組
合
、

　
　
農
業
協
同
組
合
な
ど
）

　
○
動
産
＝
絵
画
、
自
動
車
な
ど

　　
納
付
能
力
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
納
付
し

　
な
い
人
な
ど
が
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り

　
ま
す
。「
税
金
は
全
て
の
債
権
に
優
先
す
る
」

　
と
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅

　
ロ
ー
ン
の
返
済
な
ど
を
優
先
し
、
納
付
し

　
な
い
と
差
し
押
さ
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の
自
主
納
付
が

　
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

　
督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経
費
が
掛

　
か
り
、
そ
の
経
費
も
市
税
で
負
担
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
の
納
付
に
ご
協

　
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
滞
納
処
分
と
は

◎
滞
納
処
分
（
財
産
差
押
）
の

　
　
　
　
　
　
　
対
象
と
な
る
財
産

◎
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

◎
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

納税が困難な人は、
一人で悩まず放置せず、
早めに相談を！

　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などのやむ
を得ない事情や、多重債務などにより市税の納期ごとの納付が困難
な場合は、一人で悩まず、放置せずに、早めにご相談ください。
　まずは、納付できない理由をお聞かせください。

滞納処分までの流れ

○問い合わせ　税務課徴税班（☎72－7585）

平成26年度　差押え件数の内訳

18

給与など

137

国税還付金

28

生命保険など

1

賃料

3

無体財産権

6

不動産

461

合計

3,352万6,310円

滞納市税へ充当した金額

268

預貯金

⬅ ⬅ ⬅ ⬅



◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
文
書
広
報
班

（
☎
55
8
2
4
9
）
へ

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
数
多
く
の
戦
没
者

に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
ご

遺
族
の
労
苦
に
敬
意
を
表
す
平
成
二
十
七

年
度
湯
沢
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
29
日
㈬
午
前
10
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

【
戦
没
者
遺
族
相
談
員
】

■
高た

か

橋は
し

二じ

朗ろ
う

さ
ん
（
皆
瀬
字
藤
倉
／
☎
46

2
5
4
1
）

■
高た
か

橋は
し

武た
け

雄お

さ
ん
（
三
梨
町
字
菻
田
／
☎

42
3
6
0
4
）

■
武た
け

田だ

亜あ

起き

夫お

さ
ん
（
羽
後
町
西
馬
音
内

字
中
町
／
☎
62
1
4
6
6
）

・
相
談
内
容　

生
活
上
の
問
題
や
利
用
可

能
な
福
祉
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談
、

戦
没
者
遺
族
の
各
種
年
金
・
給
付
金
な

ど
に
関
す
る
相
談

【
戦
傷
病
者
相
談
員
】

■
土つ
ち
だ
ゆ
う
き

田
祐
輝
さ
ん
（
横
手
市
黒
川
字
鶴
巻

田
／
☎
0
1
8
2
38
2
6
4
5
）

・
相
談
内
容　

生
活
上
の
問
題
や
利
用
可

能
な
福
祉
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談
、

戦
傷
病
者
の
各
種
年
金
・
給
付
金
な
ど

に
関
す
る
相
談

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

　

広
大
で
美
し
い
高
原
の
中
で
思
い
切
り

自
然
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

7
月
9
日
㈭
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
／
午
前
8
時
30
分
湯
沢
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
出
発

◯
と
こ
ろ　

青
少
年
旅
行
村
お
よ
び
花
立

牧
場
公
園
周
辺
（
由
利
本
荘
市
）

◯
参
加
料　

二
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
2
日

㈭
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

7
月
10
日
㈮
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
内　

容　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
、
補
聴
器
の

医
学
的
判
定
お
よ
び
医
療
相
談

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障

が
い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
演　

題　
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

◯
講　

師　

県
建
築
住
宅
課
職
員

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

7
月
16
日
㈭

◯
参
加
料　

五
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
6
日

㈪
か
ら
9
日
㈭
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

平
成
26
年
度
情
報
公
開
、

個
人
情
報
の
開
示
な
ど
の

実
施
状
況

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.07.01
21

2015.07.01
20

平
成
27
年
度

湯
沢
市
戦
没
者
追
悼
式

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族

相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

自
然
観
察
会 

in

青
少
年
旅
行
村
・

花
立
牧
場
公
園

聴
覚
障
が
い
者
巡
回
相
談

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in 

秋
田
駒
ヶ
岳
」

参
加
者
募
集

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
の
夏
バ
テ
防

止
の
簡
単
料
理
（
玲れ

い

瓏ろ
う

豆
腐
、
夏
野
菜
の

和
風
酢
豚
な
ど
）
を
紹
介
し
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
16
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
1
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
参
加
料　

五
百
円
（
材
料
代
）

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
2
日

㈭
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

▼
受
験
講
習
会
＝
9
月
25
日

㈮
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分
、

▼
試
験
日
＝
10
月
30
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

◯
と
こ
ろ　

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル（
秋
田
市
）

◯
受
講
・
受
験
手
数
料　

六
千
円

◯
申
込
期
限　

7
月
10
日
㈮
ま
で
、
下
水

道
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
秋
田
県
下
水
道
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.gs-

akita.com

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
工
務
施
設

班
（
☎
55
8
2
1
9
）
ま
た
は
秋
田
県

下
水
道
協
会
事
務
局
（
☎
0
1
8
―

8
6
4
―
1
4
2
7
）
へ

　

成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
す
。

◯
対　

象　

平
成
7
年
4
月
2
日
〜
8
年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
現
在
市
内
に
在

住
の
人
ま
た
は
市
内
の
中
学
校
を
23
年

3
月
に
卒
業
し
た
人

※
対
象
者
に
は
七
月
中
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。（
転
出
さ
れ
た
人
に
は
、
実
家

に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）

◯
と　

き　

8
月
15
日
㈯
午
後
0
時
45
分

か
ら
受
け
付
け
開
始
（
午
後
1
時
30
分

か
ら
記
写
真
念
撮
影
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

子
ど
も
の
入
学
や
学
習
な
ど
に
関
し
て

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

◯
と　

き　

7
月
23
日
㈭
、
9
月
30
日
㈬

／
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

部
（
湯
沢
保
健
所
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
希
望

日
時
と
相
談
内
容
を
学
校
教
育
課
指
導

班
（
☎
73
2
1
6
2
）
へ

　

ふ
れ
あ
い
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
併
せ

て
「
骨
髄
バ
ン
ク
集
団
登
録
」
を
実
施
し

ま
す
。
善
意
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

7
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
ふ
れ
あ
い
広
場
（
柳

町
商
店
街
）

※
登
録
は
二
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
採
血
で
終

わ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
健

康
・
予
防
課
（
湯
沢
保
健
所
☎
73
6
1

5
5
）
へ

◯
と　

き　

10
月
10
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

◯
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
以
上
で
、
調

理
業
務
に
2
年
以
上
従
事
し
た
人

◯
願
書
受
付
期
限　

7
月
17
日
㈮

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域

振
興
局
健
康
・
予
防
課
（
湯
沢
保
健
所

☎
73
6
1
5
5
）
へ

【
撃
退
!
特
殊
詐
欺
、
悪
質
商
法
】

・
と　

き　

7
月
30
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
基
礎
知
識
】

・
と　

き　

9
月
3
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

【
事
例
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
】

・
と　

き　

10
月
8
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

【
知
っ
て
役
立
つ
薬
の
は
な
し
】

・
と　

き　

11
月
12
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

【
く
ら
し
に
役
立
つ
食
品
表
示
】

・
と　

き　

12
月
3
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

平
鹿
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

部
（
横
手
保
健
所
）

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
23

日
㈭
ま
で
、
県
生
活
セ
ン
タ
ー
南
部

消
費
生
活
相
談
室
（
☎
0
1
8
2
45

6
1
0
3
）
へ

「
成
人
式
」
開
催

〜
新
た
な
門
出
へ
〜

就
学
や
教
育
に
関
す
る相

談
会

骨
髄
バ
ン
ク

集
団
登
録
事
業
の

お
知
ら
せ

秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
セ
イ
フ
テ
ィ
講
座

（
南
部
地
域
）登
録
者
募
集

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

平
成
27
年
度

秋
田
県
調
理
師
試
験

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

情報公開条例に基づく情報公開の実施状況
平成26年度

個人情報保護条例に基づく
個人情報の開示等の実施状況

164件 処　理　件　数

68件

3件

6件

78件
15件
（13件）

84件情報公開請求件数
（うち受理件数）

非公開決定
（うち不存在）

（84件）

6件処　理　件　数

6件個人情報開示請求件数
（うち受理件数） （6件）

不服申立件数0件不服申立件数
取 り 下 げ

公 開 決 定

部分公開決定2件

4件

0件非開示決定
（うち不存在）

開 示 決 定

部分開示決定

決
定
の
内
訳

決
定
の
内
訳

平成26年度



◯
と　

き　

7
月
31
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
10
分
／
午
後
1
時
受
け
付
け

◯
と
こ
ろ　

浅
舞
公
民
館
（
横
手
市
）

◯
演　

題　
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
構
築
に
よ
り
今
後
学
校
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
」

◯
講　

師　

藤ふ
じ

井い

慶よ
し
ひ
ろ博
さ
ん
（
秋
田
大
学

教
育
文
化
学
部
准
教
授
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
14
日

㈫
ま
で
、
南
教
育
事
務
所
大
沢
（
☎

0
1
8
2
32
1
1
0
1
）
へ

◯
と　

き　

8
月
21
日
㈮
〜
11
月
20
日
㈮

／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

◯
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

◯
内　

容　

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト

の
基
礎
操
作
な
ど

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

◯
定　

員　

15
人
（
面
接
な
ど
に
よ
り
選

考
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
28
日

㈫
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

6
1
1
7
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

7
月
15
日
㈬
午
後
5
時
15
分

〜
6
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

◯
内　

容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン          

タ
ー
湯
沢
予
約
専
用
電
話
（
☎
0
1
8

―
8
2
4
―
0
0
5
5
）

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

　

市
内
に
あ
る
名
所
旧
跡
を
訪
ね
、
実
際

に
体
感
、
見
聞
き
し
、
郷
土
の
貴
重
な
財

産
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
バ

ス
ツ
ア
ー
で
す
。

○
と　

き　

7
月
16
日
㈭
午
前
8
時
30
分

／
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
集
合

○
コ
ー
ス　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
発

↓
三
関
石
街
道
↓
東
鳥
海
山
麓
板
碑
群

↓
磨
崖
碑
↓
お
し
ら
様
の
枝
垂
れ
桜
↓

庚
申
塔
↓
寺
沢
の
板
碑
↓
道
の
駅
お
が

ち（
昼
食
）↓
院
内
関
所
址
↓
愛
宕
神
社

↓
院
内
石
切
場
跡
↓
院
内
地
区
セ
ン

タ
ー
↓
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
着

◯
参
加
料　

無
料
（
昼
食
は
各
自
）

○
定　

員　

25
人

○
申
し
込
み　

①
7
月
6
日
㈪
、
7
日
㈫

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
受

け
付
け
②
7
月
8
日
㈬
か
ら
10
日
㈮
ま

で
、
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い

※
申
し
込
み
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の
会

小
嶋
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
8
―
0
0

 

0
9
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
19
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

広
域
消
防
署
救
急
班（
☎
73
3
1
5
1
）

へ
◯
と　

き　

7
月
20
日
㈪
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
入
場
料　

無
料

◯
曲　

目　

涙
そ
う
そ
う
、
広
い
河
の
岸

辺
、
夏
の
思
い
出
ほ
か

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
女
声
コ
ー
ラ
ス
か

た
く
り
浜
田
（
☎
73
9
7
7
8
）
へ

　

湯
沢
市
と
交
流
の
あ
る
ド
イ
ツ
に
つ
い

て
、
ド
イ
ツ
大
使
館
よ
り
講
師
を
招
き
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
23
日
㈭
午
後
4
時
45
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
高
齢
者

福
祉
」

◯
講　

師　

モ
ニ
カ
・
ゾ
マ
ー
さ
ん
（
ド

イ
ツ
大
使
館
参
事
官
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
日
独
協
会
事
務
局

（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
湯
沢

無
料
相
談
会

平
成
27
年
度
特
別
支
援
教
育

か
が
や
き
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
８
回かた

く
り
と
歌
お
う

歌
声
コ
ン
サ
ー
ト

ド
イ
ツ
講
演
会

〜
湯
沢
日
独
協
会
主
催
〜

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

歴
史
発
見
ツ
ア
ー

〜
石
の
文
化
を
訪
ね
て
〜

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2015.07.01
23

2015.07.01
22

　

冊
子
「
秋
ノ
宮
の
今
と
む
か
し
」
に
掲

載
し
て
い
る
伝
統
や
文
化
、
歴
史
的
史
跡

を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
、
家
族

で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

◯
と　

き　

7
月
27
日
㈪
午
前
9
時
〜
午

後
3
時
30
分
／
午
前
8
時
30
分
ま
で
秋

ノ
宮
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
集
合

◯
参
加
料　

無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

◯
定　

員　

24
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
17
日

㈮
ま
で
、
秋
ノ
宮
地
域
づ
く
り
協
議
会

事
務
局
（
☎
55
2
8
6
2
）
へ

◯
期　

間　

7
月
上
旬
〜
平
成
28
年
2
月
、

月
2
回
程
度（
1
日
6
時
間
）、
年
間
13

回
を
予
定
／
基
礎
コ
ー
ス（
2
年
）、
研

究
コ
ー
ス（
2
年
）

◯
対　

象　

①
今
後
、
川
連
漆
器
製
作
に

従
事
す
る
人
②
現
在
、
川
連
漆
器
製
作

に
従
事
し
て
い
る
若
手
後
継
者

◯
内　

容　

加
飾（
蒔ま
き

絵え

）、
塗
装
、
木
工

の
い
ず
れ
か
一
部
門
を
選
択

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
漆

器
工
業
協
同
組
合（
☎
42
2
4
1
0
）へ

秋
ノ
宮
の
史
跡
と

景
観
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

「
川
連
漆
器
」

後
継
者
育
成
事
業

勉
強
会
生
徒
募
集

求
職
者
支
援
訓
練

「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
科
」

受
講
者
募
集

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

　戦後70周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者などの尊い犠牲に思いをいたし、
国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者などのご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するもの
です。
　第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、5年ごとに国債を交付するこ
ととしています。
○支給対象者
　　戦没者などの死亡当時のご遺族で、平成27年4月1日（基準日）において、「恩給法による公務扶助
　料」 や 「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」 などを受ける人（戦没者などの妻や父母など）
　がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給
　⑴平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した人
　⑵戦没者などの子
　⑶戦没者などの①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※戦没者などの死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、順番
が入れ替わります。
　⑷上記⑴～⑶以外の戦没者などの三親等内の親族（おい、めいなど）
※戦没者などの死亡時まで引き続き1年以上の生計関係を有していた人に限ります。
○請求期限　平成 30 年 4 月 2 日
○申し込み・問い合わせ
　▷福祉課地域福祉班（☎73-2122）　　　　　　▷稲川総合支所市民サービス班（☎42-2111）
　▷雄勝総合支所市民サービス班（☎52-2111）　▷皆瀬総合支所市民サービス班（☎46-2111）

～第十回特別弔慰金が支給されます～
戦没者などのご遺族の皆さんへ

かど わき ゆう えつ

たか はし りゅう じ

たに ふじ こう た ろう

あ べ かず えい

ひ の ひで き

さ きさ ちょう いち

ない とう ただし

なか やま いさむ

　自衛官の募集推進のため活動していただく、自
衛官募集相談員の委嘱を受けられた8人の皆さん
を紹介します。
【湯沢地域】
 門　脇　勇　悦 さん（☎72-2038）
 高　橋　龍　児 さん（☎73-4249）
 谷　藤　孝太郎 さん（☎090-5538-1561）
【稲川地域】
 阿　部　和　榮 さん（☎42-2777）
 日　野　英　樹 さん（☎42-4434）
【雄勝地域】
 佐々木　長　一 さん（☎52-2509）
 内　藤　　　忠 さん（☎52-2331）
【皆瀬地域】
 中　山　　　勇 さん（☎46-2509）
○問い合わせ　総務課総務班（☎73-2112）へ

自衛官募集相談員

▶
委
嘱
状
交
付
式
の
様
子
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24

池
部
　
友
子
さ
ん（
弁
天
陶
芸
ク
ラ
ブ
）

石
橋
　
　
健
さ
ん（
湯
沢
喜
多
会
）

伊
藤
太
一
郎
さ
ん（
湯
沢
市
民
短
歌
会
）

伊
藤
　
充
子
さ
ん（
湯
沢
市
華
道
会
）

井
上
　
重
二
さ
ん（
稲
川
民
謡
愛
好
会
）

小
川
　
孝
子
さ
ん（
湯
沢
市
華
道
会
）

児
玉
　
ケ
イ
さ
ん（
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会
）

後
藤
　
征
治
さ
ん（「
雪
国
」
文
学
会
）

小
南
　
多
美
さ
ん（
湯
沢
民
謡
睦
実
会
）

佐
藤
　
賢
治
さ
ん（
カ
ラ
オ
ケ
演
歌
の
会
）

佐
藤
　
シ
ヅ
さ
ん（
稲
川
民
謡
愛
好
会
）

佐
藤
　
　
武
さ
ん（
湯
沢
樹
石
会
）

佐
藤
　
正
蔵
さ
ん（
横
堀
音
頭
囃
子
方
保
存
会
）

園
部
　
洋
亮
さ
ん（
湯
沢
市
民
俳
句
会
ゆ
ざ
わ
吟
社
）

高
橋
　
　
誠
さ
ん（
湯
城
吟
友
会
）

高
橋
　
光
司
さ
ん（
湯
沢
民
謡
保
存
会
）

谷
藤
　
金
次
さ
ん（
喜
多
流
湯
沢
三
雲
会
）

千
葉
　
シ
ホ
さ
ん（
稲
川
民
謡
愛
好
会
）

千
葉
　
チ
ヱ
さ
ん（
光
祥
会
）

寺
田
　
勇
吉
さ
ん（
カ
ラ
オ
ケ
演
歌
の
会
）

新
山
　
竹
治
さ
ん（
湯
沢
民
謡
保
存
会
）

畠
山
　
　
栄
さ
ん（
湯
沢
陶
芸
同
好
会
）

松
田
　
光
雄
さ
ん（
湯
沢
南
家
太
鼓
）

宮
原
　
圭
吾
さ
ん（
日
本
棋
院
湯
沢
支
部
）

簗
瀬
　
フ
キ
さ
ん（
玉
川
遠
州
流
雄
勝
会
）

い
け

べ

と
も

こ

い

と
う

た
い
ち
ろ
う

い
の
う
え

じ
ゅ
う
じ

お

が
わ

こ
う

こ

こ

だ
ま

ご

と
う

せ
い

じ

こ
み
な
み

た

み

さ

と
う

さ

と
う

し
ょ
う
ぞ
う

そ
の

べ

よ
う
す
け

た
か
は
し

ま
こ
と

は
し

た
か

み
つ

し

た
に
ふ
じ

き
ん

じ

ち

ば

ち

ばた

て
ら

ゆ
う
き
ち

に
い
や
ま

た
け

じ

は
た
け
や
ま

さ
か
え

ま
つ

だ

み
つ

お

は
ら

み
や

け
い

ご

や
な

せ

　
六
月
二
十
四
日
、
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
湯
沢
市
芸
術
文
化
協
会
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
芸
術
文
化
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
一
人
に
功
労
賞
が
、
二
十
五
人
の
か

た
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
湯
沢
市
芸
術
文
化
協
会
設
立
十
周
年
記
念
表
彰（
感
謝
状
）】

永
井
　
邦
右
さ
ん（
前
湯
沢
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
）

湯
沢
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
を
務
め
、
会
の
運
営
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
湯
沢
民
謡
保
存
会
に
所
属

し
民
謡
の
普
及
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

な
が

い

く
に
す
け

【
湯
沢
市
芸
術
文
化
功
労
者
表
彰
】

○出　演　•フェスティバルキッズ（小学生・バンドと合唱）
　　　　　•湯沢市出身若手音楽家
　　　　　•フェスティバル合唱団（中学生・高校生・一般）
　　　　　　指　揮　笹渕　篤さん
　　　　　•フェスティバルバンド（中学生・高校生・一般）
　　　　　　ゲスト　小串俊寿さん（サクソフォーン奏者）
　　　　　　指　揮　大野多加志さん
○入場料　500円（小学生以上）
※入場券は湯沢文化会館、雄勝文化会館、おびきゅう、湯沢・稲川・
雄勝・皆瀬生涯学習センターでお求めください。
○問い合わせ　音楽のまち “ゆざわ” サマーミュージックフェスティ
　　　　　　　バル実行委員会事務局（市生涯学習課内〒012‒8501
　　　　　　　湯沢市佐竹町1-1、☎73-2163、℻72-8515、
　　　　　　　 k-shogai@city.yuzawa.lg.jp）

○と　き　8月16日㈰ 午後2時開演／午後1時30分開場
○ところ　湯沢文化会館大ホール

響け復興のハーモニー響け復興のハーモニー

音楽のまち“ゆざわ”
サマーミュージックフェスティバル2015
音楽のまち“ゆざわ”
サマーミュージックフェスティバル2015

1982年東京藝術大学卒業。1984年パリ
国立高等音楽院を1等賞で卒業。現在、
国内外でソロ・コンサート（小串俊寿
HAPPY SAX CONCERT）を展開するほか、
東京音楽大学准教授、昭和音楽大学講
師として後進の育成にも情熱を注いで
いる。現代音楽ソリストグループの東
京シンフォニエッタメンバー。

さん小　串　俊　寿
お ぐし とし ひさ

ささ ぶち あつし

おお の かた し

い
し
ば
し

け
ん

い

と
う

み
つ

こ

さ

と
う

け
ん

じ

さ

と
う

た
け
し

4

52

3

1
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いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

～第 8回うつ病の早期発見・早期治療～～第 8回うつ病の早期発見・早期治療～

　「地域包括ケア」とは、地域の特性やニーズに対して、「医療」「介護」「生活支援」
「介護予防」「住まい」の５つを柱として高齢者の生活を一体的、継続的に支援する
仕組みのことです。このコーナーでは 8回にわたり「地域包括ケア」について紹介
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（☎78‒2311）

地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために地域包括ケア～高齢になっても安心して地域や家庭で暮らすために

医療環境の充実
かかりつけ医を中心として、在宅医療や訪問看護など
の環境を整備し、介護分野や福祉分野との連携を強化
します。

介護保険サービスの充実・強化
訪問介護や通所介護などのサービスを充実させ、専門
性を発揮し多様なニーズに応えることができるよう
介護サービスの質の向上を支援します。

生活支援サービスの確保・権利擁護
一人暮らし高齢者や認知症高齢者の増加に対応する
ために、さまざまな生活支援サービスや財産管理など
の権利擁護のための支援を行います。

介護予防の推進
介護予防に取り組み健康な生活を送るために、運動・
栄養・口腔機能などをテーマにした介護予防教室や身
近な場所を会場に行う介護予防のための事業を実施し
ます。

高齢者の住まいの整備
自宅のバリアフリー化など、
高齢者のニーズに合わせた
生活の基盤整備を支援しま
す。

　高齢者の単身世帯や高齢者夫婦だけの世帯が増え続ける一方で、支え手である若い世代の人口
が急激に減少しており、地域や家庭内での介護力の低下が懸念されています。そのため、医療・
介護・福祉の連携を推進し、住みなれた地域で安心して自分らしい暮らしが続けられる社会を目
指す「地域包括ケア」の体制づくりを進めています。

　

う
つ
病
の
症
状
で
つ
ら
い
状
態
が
続
い

て
い
る
の
に
「
こ
ん
な
事
で
病
院
に
行
く

な
ん
て
」
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
う
人
が
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
。
特
に
う
つ
病
と
自

殺
に
は
深
い
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
う
つ
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
は
自
殺
予
防
の
重
要
な
対
策
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
精
神

疾
患
や
精
神
科
医
療
に
対
す
る
偏
見
が
強

く
、
自
殺
を
図
っ
た
人
が
精
神
科
医
な
ど

の
専
門
家
を
受
診
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
を
考

え
て
い
る
人
は
、
不
眠
や
体
調
不
良
な
ど

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
こ

の
サ
イ
ン
に
、
市
民
の
一
人
一
人
が
気
付

き
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
い
の
ち
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

○
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
事

　

う
つ
病
も
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
早
期
回
復
へ
の
カ

ギ
。
受
診
を
た
め
ら
っ
た
り
し
て
い
て
対

応
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
回
復
ま
で
の
時
間

が
か
か
る
だ
け
で
は
な
く
、
最
悪
の
場
合

自
殺
に
至
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
第
６
・

７
回
で
紹
介
し
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
参
考
に
「
何
か
お
か
し
い
」
な
ど
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
受
診
・

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
実
際
の
治
療

　

休
養
と
服
薬
が
治
療
の
柱
で
す
。
症
状

は
少
し
ず
つ
和
ら
い
で
い
き
ま
す
の
で
、

焦
ら
ず
治
療
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

・
休
養
＝
医
師
と
相
談
し
な
が
ら
一
定
期

　

間
家
事
・
仕
事
な
ど
の
負
担
を
軽
減
し
、

　

心
身
を
休
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し

　

ま
す

・
服
薬
＝
う
つ
病
は
脳
内
に
ト
ラ
ブ
ル
が

　

生
じ
た
結
果
発
症
す
る
た
め
、
こ
れ
を

　

改
善
す
る
薬
を
中
心
に
良
く
眠
る
こ
と

　

が
で
き
る
薬
、
不
安
を
鎮
め
る
薬
な
ど

　

が
使
わ
れ
ま
す
。
医
師
が
症
状
に
合
わ

　

せ
て
薬
を
調
整
し
、
経
過
を
見
ま
す

○
7
月
8
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○　
　

15
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
8
月
5
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

10
日
（
月
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○　
　

19
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
入
場
し
て
く
だ

さ
い
。

ほっと
　サロン

話
せ
る
場
所
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

お
茶
っ
こ
飲
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
、「
女
性
は
男
性
の
二
倍
う
つ
病
に
な

る
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。



136,758

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

５月分

合　　　計 27

1 15,000弔 慰 金 等

0 0協　賛　金

10,4003祝金及び寸志

0 0

葬儀生花代

見　舞　金

平成27年度第１回水曜会ほか 4 21,358接　　　遇

19 90,000会　　　費

市長日誌（５月）

交際費報告

2日（土）

湯沢地区保護司会更生保護サポートセ
ンター開所祝賀会ほか

雄勝地域老人クラブ連合会代議員懇親
会ほか

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

七
月
文
月
、
今
年
は
雪
消
え
も
早
く
、
五
月
は
晴
天
続
き
で
農
作
業
も
進
み
ま

し
た
。
湯
沢
市
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
、
遣
隋
使
、
小
野
妹
子
の
子
孫
で

あ
る
「
小
野
小
町
」
の
小
町
ま
つ
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
も
訪
れ
盛
会
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
七
夕
絵
ど
う
ろ
う
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
夏

の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
み
で
す
。
小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
よ
る
夏
の
各
種
大
会
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
特
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
と
の
予
報
で
す
。
冬
も
厳
し
い
で
す

が
、
夏
の
暑
さ
も
厳
し
い
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
健
康
管
理
に
は
十
分
ご
配

慮
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
一
年
の
百
三
十
五
万
人
か
ら
、
現
在
百
三
万
人

を
割
り
込
み
、
二
〇
四
〇
年
に
は
、
七
十
万
人
に
激
減
す
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
湯
沢
市
も
二
〇
四
〇
年
に
は
、
五
万
人
か
ら
三
万
人
台
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
問
題
、
少
子
化
問
題
は
、
非
常
に
深
刻
か
つ
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
り
、
大
変
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
、
盛
ん
に
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
す
。
一
朝
一
夕
に
は
解
決
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
正
に
自
分
の
問
題
、
家
族
の
問
題
、
地
域
の
問

題
、
ま
ち
の
問
題
で
す
。
ま
ず
、
地
域
に
関
わ
る
経
済
・
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
元
に
、
現
状
の
分
析
、
そ
し
て
何
よ
り
認
識
の
共
有
化
が
大
切
で
す
。

産
官
学
金
労
言
、
自
分
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
知
恵
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
雪
国
の
ハ
ン
デ
ィ
、
農
業
県
故
の
稲
作
依
存
、
高
速
交
通
網
整
備
の
遅

れ
、
所
得
の
低
さ
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
は
確
か
に
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
他
を

う
ら
や
ま
し
が
っ
た
り
、
自
ら
を
嘆
い
た
り
し
て
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

宇
宙
の
中
の
地
球
、
世
界
の
中
の
日
本
、
日
本
の
中
の
秋
田
県
、
秋
田
県
の
中
の

湯
沢
市
、
与
え
ら
れ
た
条
件
で
、
諦
め
ず
、
悲
観
せ
ず
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に

変
え
る
発
想
力
で
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
て
、
雇
用
創
出
、
結
婚
支
援
、
子
育
て
支
援
、
定
住
移
住
支

援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
行
政
の
政
策
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
税
金
を
い
か
に
使
う
か
、
目
標
を
設
定
し
、
予
算
を
編
成
し
、

効
果
を
検
証
し
、
さ
ら
に
改
善
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
い
ろ

い
ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
支
援
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
状
況
を
好
転
さ
せ

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

諦
め
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
具
体
的
な
ご
意
見
ご
提
案
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
共

に
汗
を
か
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2015.07.01
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湯沢地区交通安全協会湯ノ岱支部・玉造地区交通安全
協会鬼首支部108号エコロード合同交通安全祈願祭

3日（日） 倉内河川公園15周年記念グランドゴルフ大会・さくら
まつり懇親会

27日（水） チャレンジデー、定例記者会見
28日（木） 国道108号仙秋ライン整備促進期成同盟会通常総会、

国道398号改良整備促進期成同盟会通常総会、西栗駒
広域縦断道路整備促進期成同盟会通常総会

29日（金）

30日（土）

市議会6月定例会本会議、有限会社皆瀬村活性化セン
ター平成26年度株主総会、湯沢市環境衛生組織連合会
総会
さきがけいのちの巡回県民講座、東北六魂祭2015秋田
(秋田市)

31日（日） 秋田県指定水防管理団体連合協議会湯沢市雄勝郡支部
水防訓練

6日（水） 第3回湯沢市長杯争奪8人制バレーボール県南四市交
流大会開会式

8日（金） 「横堀道路」「新庄金山道路」新規事業化に伴う表敬訪問

14日（木） 国土交通省所管事業に係る要望活動(東京都)
15日（金） 「横堀道路」「新庄金山道路」新規事業化に伴う表敬訪問

(宮城県仙台市)、東北市長会役員会議(同)、第166回
東北市長会総会(同)

13日（水） 平成27年度ダム建設事業研修会(横手市)､雄物川水系･
成瀬ダム建設促進期成同盟会平成27年度通常総会(同)、
湯沢地区保護司会更生保護サポートセンター開所祝賀会

17日（日） 栗駒山山開き安全祈願祭(岩手県一関市)
18日（月） 雄物川上中流改修整備促進期成同盟会総会(大仙市)、

チャレンジデー・エール交換、湯沢小売酒販組合第63
回通常総会

19日（火） 湯沢市新庁舎竣工記念式典、湯沢市納税貯蓄組合湯沢
地区連絡協議会総会、秋田県南高規格幹線道路建設促
進同盟会通常総会、ゆざわ小町商工会通常総代会懇親会

20日（水） 平成27年度第1回水曜会
21日（木） 駐日ペルー共和国特命全権大使表敬訪問、市議会全員

協議会
22日（金） 山形新幹線延伸早期実現期成同盟会役員会･総会(山形

県新庄市)、湯沢市建設業協会第35回定時総会懇親会
25日（月） 山葵沢地熱発電所起工式
26日（火） 庁内避難訓練、第1回秋田県・市町村協働政策会議総

会(秋田市)、同懇親会(同)、チャレンジデー2015あき
た決起集会(同)

湯
沢
翔
北
高
等
学
校
の
商
業
ク
ラ
ブ
で

作
っ
て
い
る
「
ミ
ッ
チ
ェ
リ
ー
」
を
皆
さ
ん

知
っ
て
い
ま
す
か
。
ミ
ッ
チ
ェ
リ
ー
用
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
が
あ
る
と
聞
き
、
収
穫
の

クお
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
品
種

お
手べ

に
さ
や
か

＝
べ
に

）。
収
穫
す
る
と
き
、
サ
ク

が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
落
と
さ
な
い

ラ
ン
ボ
が

初
め
は
緊
張
し
ま
し
た
。
腰
に
巻

よ
う
に
と
初
め

少
し
ず
つ
重
く
な
る
度
に
、

き
つ
け
た
籠
が
少
し

サ
ク
ラ
ン
ボ

粒
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

一
粒
一
粒
の

て
い
て
、
収
穫
の

し
た
。
想
像
以
上
に
実
っ
て
い

力
が
必
要
で

時
期
に
は
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
が
必

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
木
に
実
っ
て
い
る

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
風
に
吹

か
れ
る
と
揺
れ
て
キ
ラ

キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

脚
立
で
木
の
中
に
入
り

サ
ク
ラ
ン
ボ
に
囲
ま
れ

て
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
、
十
四
日
は
天
候
も
良
く
、

た
く
さ
ん
の
人
が
小
町
の
郷
公
園
を
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

私
は
舞
台
裏
の
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
歴
史
あ
る
祭
り

を
近
く
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個

人
的
に
は
、
小
町
隊
の
岩
間
さ
ん
（
四
十
七

代
目
の
小
町
娘
さ
ん
で
し
た
）
の
姿
を
見
る

こ
と
が
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
の
姿
に
少
し
寂
し
さ
も
あ
り
な
が
ら…

。

そ
し
て
、
新
し
い
四
十
八
代
目
の
小
町
娘
さ

ん
の
初
々
し
い
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は
公
園
で
行
わ
れ
た
た
め
、
家
族
連

れ
の
か
た
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
か

た
が
来
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。し
っ

と
り
し
た
祭

り
の
中
に
子

り

た
ち
の

ど
も
た
ち
の

明
る
い
声
も

聞
こ
え
る
素

敵
な
二
日
間

だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今回の担当は…

増　永　洋　子

さ
く
ら
ん
ぼ
を
収
穫
し
ま
し
た

ます なが よう　 こ

小
町
ま
つ
り
と

小
町
の
郷
公
園

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

6月7日に虎毛山の山開きに参加しました。今年の参加者は60人と多く、中には山形県、
宮城県など県外の参加者もいました。
　私は昨年初めて参加したため今回で二回目となりました。受け付けを担当しているとき、
「あらー、また会えたね。今年も来ました」と宮城県のかたが声を掛けてくれました。昨
年は一人で参加し、今年は友達を誘って参加したとのことでした。山を通して人と出会い、
交流できることをうれしく思います。
　　　　　　　　　　　　　　歩きながら、ミズ、タケノコ、アイコなど参加者の皆さん

　が採ってくれました。そして、夜に山菜汁を作りおいしくい
　ただきました。

イワイチョウチングルマ

　

イワカガミ

山頂で花
を発見

中でもチ
ングルマ

は

たくさん
見られま

した

○
問
い
合
わ
せ

地
域
お
こ
し
小
町
隊
（
市
ま
る

ご
と
売
る
課
内
☎
73
2
1
1
1

内
線
3
6
4
）へ

休みの日には…

2015.07.01
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い
わ
ま
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男女共同参画・少子化対策
通信

2015.07.01
28

みんなで目指そう、世界ジオパーク！

平成27年度
ゆざわ学講座受講生募集
平成27年度
ゆざわ学講座受講生募集

　ゆざわ学講座では、ジオパークの取り組みに触れながら、ゆざわの魅力を学ぶことで、ゆざわの良さに気付き、受
講者が思わず周りの人にゆざわの魅力を話してみたくなるような講座を開催します。
　10回の講座のうち、8回以上受講された人には、修了証をお渡しします。修了証をお持ちの人は、平成28年度の
「ゆざわジオパークガイド養成講座」を受講することができます。

ゆざわの魅力を再発見してみませんか

○対　象　ゆざわジオパークに興味があり、ゆざわのことを学びたいと思っている人
○定　員　各回20人（先着順）
○受講料　無料（体験料を必要とする講座は実費負担。昼食が必要となる日程の場合は、各自で用意することになります）
○開催日程　下表のとおり
○申し込み受け付け開始日　7月6日㈪
○申し込み・問い合わせ　湯沢市ジオパーク推進協議会事務局（まるごと売る課ジオパーク推進室内☎55‒8195、
　　ｇｅｏｐａｒｋ＠ｃｉｔｙ．ｙｕｚａｗａ．ｌｇ．ｊｐ）

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン
）
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
院
内
銀
山
の
ジ
オ
モ
ン
「
シ
ル

バ
ー
ロ
ッ
ク
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ―

ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

第2回

※開催場所については、講座内容が講義の場合は市役所会議室、見学や体験の場合は、市本庁舎１階市民ロビーに集合
してから、バスで現地へ向かいます。講座日時などについては、変更する場合があります。

申込締切日

7月15日

7月15日

8月5日

9月2日

9月25日

10月28日

11月20日

1月13日

2月5日

2月24日

講　座　内　容開　催　日　時　

ゆざわジオパークとは（講義）

ジオから見るゆざわの魅力（ジオツアー）

院内銀山と松岡鉱山等について（講義）

温泉と湯治の文化について（講義）

地熱発電所見学と地熱を利用した施設見学

ゆざわの水と地質との関係（講義）

稲庭うどん工場見学、うどん製造体験

ゆざわの歴史と小野小町伝説（講義）

川連漆器　沈金体験

まとめ（意見交換、ワークショップ）

7月22日（水）午後7時～8時30分

8月2日（日）午前9時～午後4時

8月19日（水）午後7時～8時30分

9月16日（水）午後7時～8時30分

10月16日（金）午前9時～午後4時

11月11日（水）午後7時～8時30分

12月6日（日）午後1時～4時

1月27日（水）午後7時～8時30分

2月21日（日）午前9時～正午

3月9日（水）午後7時～8時30分

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

　あきた結婚支援センターでは、出張結婚相談を行います。センターの結婚コーディネーターが皆さんのお住まいの
地域で、結婚に関する相談を直接伺います。結婚が決まった会員など多数の皆さんからうれしい報告が寄せられてい
ます。ぜひ、この機会をご利用ください。
　相談は、事前の申し込みが必要です。
○と　き　7月26日㈰午前10時～午後4時
○ところ　市役所本庁舎
○対　象　独身の人、独身の子を持つ家族など
○相談時間　予約制で一人45分以内
○相談料　無料
○申し込み方法　以下の事項を添えて下記まで、ファク
　ス、郵送、電話、メールで申し込みください（締切後、
　確認の連絡を書面にてお送りします）
　①氏名（当日相談される本人）②住所③電話番号④希望の相談時間帯
※希望の時間を伺い、調整します。時間が重なった場合は先に予約した人が優先になります。
○申込期限　7月20日㈪必着
○申し込み・問い合わせ　あきた結婚支援センター南センター（〒013‒0022 横手市四日町6‒8、☎0182‒38‒8801、　
　FAX同32‒0050、　akitadeai@sukoyaka-akita.com）　

○と　き　8月1日㈯午後1時～3時（予定）
○ところ　よこてシャイニーパレス（ＪＡ会館）5階ホール　
【第1部　基調講演】　
・演　題　「自分らしく仕事と子育て　家族で協力ハッピー計画」
・講　師　上田晶美さん（株式会社ハナマルキャリア総合研究所代表）
【第2部　シンポジウム】　
　キャリアを生かして働く地元女性2人が自分の経験を語ります。
【第3部　ワークショップ】　　
　来場者（25人程度）で女性の働き方について意見交換をします。
○参加費　無料（託児は事前の申し込みが必要）
○申し込み・問い合わせ　企画課男女共同参画・少子化対策室
　（☎55-8274）へ
■主　催　秋田県
■協　力　女性の活躍推進に向けた啓発イベント県南地区実行委員会
■実施主体　秋田県南ＮＰＯセンター（秋田県南部男女共同参画セン
　ター指定管理者）

あきた結婚支援センター出張結婚相談

女性の活躍推進フォーラム　
～ずっとなくてはならない私でいるために～ 募 集

◇男女共同参画の推進役となる
　「あきたＦ・Ｆ推進員」

◇出会いや結婚を希望する独身
　のかたをサポートするボラン
　ティア『結婚サポーター』

随時募集しています !!　
詳しくは企画課（男女共同参画・
少子化対策室☎55-8274）へ

・出会いのチャンスがない
・独身のお子さんが心配
・あきた結婚支援センターとは？
・みんな、どんな活動しているの？
　　　　　　　　　　　など

うえ だ あけ み

◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先
　

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
ま
る
ご
と
売
る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内

　

☎
55
8
1
9
5
、　　geopark@

city.
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湯

雄
湯

皆

企業内「職人」図鑑　⑥伝統食品
いくたのこえよみ
そらまめくんのあたらしいベッド
りゆうがあります

こどもくらぶ
堀田　けい
なかや　みわ
ヨシタケ シンスケ

小田嶋　隆

岩崎　啓子

片山　洋一

福地　茂雄

湯

稲
雄

皆

友だちリクエストの返事が来ない午後

365日カラダに効くスムージー&ポタージュ

大坂誕生

お客様満足を求めて

ディック・ブルーナ

　世界中で愛されてきたミッフィ
ーが誕生して60年。日本では “う
さこちゃん” としても親しまれて
きました。本書は初版と第２版と
の見比べや、キャラクターガイド、
ブルーナの創作秘話など盛りだく
さんです。大人になった今、あら
ためてミッフィーの絵本を手にし
てみませんか。

平凡社

映像資料と著作権の関係
　図書館には、図書のほかにＣＤやＤＶＤなどの視聴覚資料
もあります。このうち映像資料と著作権の関係についてご紹
介します。
　図書館などで映像資料を貸し出しする場合には、著作権者
の権利を制限する代償として、権利者に対し相当な額の補償
金を支払わなければなりません。図書館では、補償金が上乗
せされた額で映像資料を購入しているため個人で購入するよ
りもかなり高額なものとなっています。

ディック・

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

新新着着図書書案案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月7777777 トトイイ・・・・・・ トトンンンイベイベイベベの特集・イ・イ月月 ベンベンベンン月月 トトベ トト月 ・イベイベンベント
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▲「補償金」処理済みの映像資料。
「館内でのみ視聴可」、「館外へ貸出可」、「館内で上映可」という利用

　範囲によって補償金の額も異なっています。

湯 雄

稲
と　き：7月18日㈯ 午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

と　き：7月5日㈰ 午前10時
ところ：雄勝文化会館　視聴覚ホール

と　き： 午前10時30分
ところ：湯沢図書館　集会場
横手市「おはなし大すきの会」のみなさんが特別参加します。

☆おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を   
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。  

★おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。

マンガでわかる　１万円起業

　ちょっとしたアイデアを収入に
変えた数々の事例が紹介されてい
ます。好きなことを生かし、スキ
マ時間を使って、趣味にかける程
度の資金でビジネスを始めること
ができます。世界20カ国で翻訳さ
れ、日本でも10万部のベストセラ
ーとなった書籍のマンガ版です。

クリス・ギレボー／原作
あいはら せと／まんが

飛鳥新社

みんなの森夏休みお楽しみ会

おはなしの会 ひまわり」

児 童

一　般 般 」

おたのしみおはなし会おたのしみおはなし会お

みんなの森夏休みお楽しみ会みんなの森夏休みお楽しみ会みんなの森夏休みお楽しみ会みん み会み会

おはなしの会おはなしの会おはなしの会お ひまわりひまわりひまわりまわり」」」」

児　童児　童児 童児　

一　般一　般般一
年。語り継ぎたいことがあります。語り継ぎたいことがありまたいことがあがあります。 児　童　児 童児　

一　般般一 」」」

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

109

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2015.07.01
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　七夕絵どうろうまつり最終日に行われる本大会は、今年で
33回目を迎えます。
　絵どうろうに飾られた通りの中を選手の皆さんが走り抜けま
す。沿道での応援をお願いします。
　今年は、世界選手権女子マラソン金メダリストの浅利純子さ
ん、タレントの西田美歩さんをゲストランナーに招いて開催し
ます。ぜひご来場ください。
○と　　き 8月7日㈮　午前8時20分開会
○スタート 午前9時湯沢市役所前（雨天決行）
○コ ー ス　七夕絵どうろうまつり特設コース
　　　　　　（湯沢市役所前発着）
○問い合わせ　大会事務局（生涯学習課スポーツ振興班内）へ

○と　き 7月1日から15日までの毎週水
曜日／午後1時30分～3時

○ところ　B＆G海洋センター
○参加料 1回400円
○対　象　市内在住の20歳以上の人
○定　員 30人（定員になり次第締め切り）
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○申し込み・問い合わせ
　総合体育館（☎72-6500）へ

○と　き 7月6日から8月3日までの毎週
月曜日／午後7時30分～8時30
分（全5回）

○ところ B＆G海洋センター
○対　象　市内在住の18歳以上の人
　　　　　（高校生を除く）
○定　員 30人（定員になり次第締め切り）
○講　師　篠原育子さん（日本エアロビック

連盟専門指導員）
○参加料 3,000円（傷害保険料含む）
○申し込み・問い合わせ
　総合体育館（☎72-6500）へ

10月31日㈯まで営業します。
○料　　金　日中半日　小・中学生＝100円
　　　　　　　　　　　一　 般＝200円
○利用時間 ①午前9時～正午
　　　　　　②正午～午後5時

みうら けいき

しのはら いくこ

にしだ み　ほ

あさり じゅんこ

会沢七夕健康マラソン大会湯沢湯沢七沢七夕七夕健康マ康ママラソラソソンン大会大会

旧秋ノ宮小学校は、雄勝地域では
初の市営の体育館を備えた「雄勝ス
ポーツセンター」として生まれ変わ
りました。4月から体育館のみの開
館でしたが、このたび、校舎部分の
改修工事が無事に終了しました。
○料　金
　▶体育館
　 貸 切 全 面＝1時間 410円
　　半　　　面＝1時間 200円
   ▶個人使用
　　一　　　般＝1 回 100円
　　中学生以下＝無料
   ▶活動室・会議室
　　　　　　　　1時間 100円
※その他、照明、暖房使用料が別途掛かります。
○申し込み・問い合せ 雄勝スポーツセンター（☎55－2277）へ

　ナイターは7月18日㈯から開始します。
○料　　金 ▶日中半日　小・中学生＝1回100円、
　　　　　　　　　　　　一　　　般＝1回200円
　　　　　　▶夜　　間（7月18日～8月29日）
　　　　　　　小・中学生＝1回150円、一般＝1回250円
○利用時間 ①午前10時～正午
　　　　　　②午後1時～4時
　　　　　　③午後6時～8時30分
※日・月曜日および8月13日㈭の夜間は休館になります。
○問い合わせ B＆G海洋センター（☎72-6555）へ

9月13日に横手市で開催予定となっており、ただ今市の代表選
手を選考するため、関連大会の情報を収集しています。市民の皆
さんからの選手情報提供もお待ちしています!

秋田25市町村対抗駅伝
ふるさとあきたラン!選手選考中です

雄勝スポーツセンター改修工事終了

B＆GB GGB＆G＆G＆＆GGGGGGGB 海洋センターオープンタタータン洋 ン ンーオ ンンンタ ン海洋センターオープンププププププオオオー海洋センン海 ンン海海洋海海海 !!!!

パークゴルフ

アクアフィットネス教室

水中ウォーキング教室



品質日本一のサクランボ、出発式!
三関さくらんぼ首都圏向け出発式
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▲団員章を受け取る代表者

10年の節目、団員の交流深める
スポーツ少年団結団式

▲日本酒の飲み比べを楽しむ来場者

東北の限定酒が勢ぞろい
ＪＯＺＯまにあくす

▲雨が染み込み足元が悪い中でも丁寧に作業しました

元気に大きく育ってね!
自然観察と植樹の会

　6月4日、湯沢東小学校
4年生65人が「新所ふれあ
い森のひろば」で植樹と自
然観察会を行いました。
　あいにくの雨でしたが、
児童たちは丁寧にナナカマ
ド、ヤマモミジ、ヤエザク
ラの計10本を植樹しました。
その後、雄勝野草の会の皆
さんの指導を受けながら周
辺の草木や花を観察しまし
た。

▲息の合った立ち居振る舞いを魅せます

本祭

▲小町の郷公園の舞台で物語を演じます

宵祭

小町改めの儀

▶
首
都
圏
へ
向
か
う
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
り
ま
す

コスモスの花で「おもてなし!」
高松コスモスライン「コスモス苗植え」

　6月18日、観光客をきれいなコスモスの花でもてなそうと高
松地区内を通る県道51号、通称コスモスラインでコスモスの苗
植えが行われました。
　高松地区老人クラブ会員、須川小学校5・6年生のほか、東
北電力横手営業所と関連会社社員など約70人が参加。戸平橋か
ら明戸橋までの約800メートルにコスモスの苗800株ほどを植え
ました。

▶
苗
を
丁
寧
に
植
え
る
子
ど
も
た
ち

釣果を競う
第27回小安峡つりっこ大会

◀
魚
の
つ
か
み
取
り
は
家
族
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た

水害の発生しやすい季節に備えて
湯沢・雄勝地区水防訓練

◀
木
流
し
工
法
訓
練
を
行
う
参
加
者
た
ち

小町まつり

　6月14日、小安峡つりっこ大会が皆瀬川上流の上小鳥谷橋周
辺で開催されました。
　当日は晴天の下、宮城県など県内外から100人が参加し釣果
を競いました。
　また、川原では子どもたちが魚のつかみ取りに挑戦し、悪戦
苦闘しながらも魚とのふれあいを楽しんでいました。

まえ だ ていいち

　5月31日、湯沢・雄勝地区水防訓練が水防団や水防関係機関
などが参加し、皆瀬川雄平橋左岸上流の河川敷で行われました。
　訓練に先立ち、齊藤市長から「訓練を通じて、しっかりと水
防技術の習得に努めてもらいたい」と訓示があり、その後、木
流し工法、積み土のう工法の講習と訓練が行われ、参加者は真
剣に取り組んでいました。

　5月29、30日、ＪＯＺＯ
まにあくす」が湯沢商工会
議所会館で開催されました。
　長い歴史を持つ醸造文化
を通じて地域を盛り上げよ
うと、市内の飲食店主らに
よる実行委員会が’主催し今
年が2回目。東北の流通限
定の日本酒など2日間で約
50種類のお酒が提供され、
県内外から約300人が訪れ
ました。

　6月17日、三関さくらんぼ首都圏向け出発式が、ＪＡこまち
湯沢フルーツセンターで行われ、千葉八十二ＪＡこまち桜桃部
会長が、「今年は天候に恵まれ、収穫時期が例年より1週間ほ
ど早まったが、甘みも色づきも十分ある。全国の皆さんに食べ
てもらうため体に気を付けて頑張りましょう」とあいさつ。三
関小学校5年生が制作した「三関さくらんぼ音頭」が披露され
た後、首都圏へ向けトラックが出発しました。

　5月30日に総合体育館で
湯沢市スポーツ少年団結団
式が行われ17団体が参加し
ました。
　式では前田貞一本部長か
ら各団の代表者に団員章が
手渡されました。その後、
団員5人が登壇し、元気に
団員綱領を読み上げスポー
ツを通して健全な心と体を
養うことを誓いました。

ち ば や そ じ

▲第48代小町娘へ市女笠が引き継がれました▲第48代小町娘へ市女笠が引き継がれました
いち め がさ



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

6. 2
6. 3
6. 3
6. 5
6. 5
6. 5
6. 7
6. 8
6. 8
6. 8
6. 8
6. 9
6.11
6.13
6.14
6.14
6.14

79
84
83
74
79
65
94
86
88
53
82
87
89
46
85
76
64

深 堀 ３ 区
森　　　下
森　　　下
平清水第３
浦町（三関）
横　　　山
中学校通り
新　木　野
サングリーンゆざわ
上　倉　内
さつき町第1
岡　　　田
切　畑　下
堂　ヶ　沢
清水町第２の１
中　の　沢
金　　　谷

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　旭　町
下　中　通
小沢（上院内）
下　馬　場
小 渕 ヶ 沢

86
84
96
86
83

6. 3
6. 3
6. 3
6. 5
6. 6

ユ　ミ
正
新　一
悦　子
政　一

岡 山　良 治さん
東海林 榮 子さん
中 村　繁 子さん
藤 田　雄 　さん
持 田 政五郎さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

シャイントピアみなせ986. 7 本　人

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

り　ほ

ここあ

りおん

ひろむ

ともこ

くにひろ

村 上　莉 蛍ちゃん

大 野　心 愛ちゃん

齋 藤　耀 音くん

藤 原　拓 陸くん

佐 藤　友 子ちゃん

鈴 木　邦 洋くん

5.27

5.27

5.31

6. 5

6. 7

6. 7

西新町第1の2

西新町第２

宮 渕 ２ 区

山田団地第1

栄　　　町

福　　　島

真也さん・亜紗美さん

孝行さん・直美さん

雄輝さん・かおるさん

哲士さん・絵里子さん

浩志さん・晃子さん

邦寿さん・菜穂子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

そうた

みなと

泉　　 蒼 太くん

菅　　 湊 仁くん

6. 7

6. 8

漆　　　沢

古　　　戸

誠一さん・由香さん

洋介さん・美和子さん
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諭　志
大　亮
則　広
延　宏
孝　輔
剛
孝　一
義　晴
本　人
博　美
本　人
本　人
肇
健　一
ミ　キ
節　郎
本　人

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ゆうわ

ゆ　み

小野寺 由 羽くん

遠 藤　結 美ちゃん

5.25

6. 1

宮　　　田

樽　　　木

和徳さん・公子さん

康平さん・秀美さん

菅　廣太郎さん
本 多　ミ ヱさん
渡 部　 　清さん
伊 藤　延 治さん
藤 山　ト モさん
照 井 知枝子さん
大 井　國 男さん
小 嶋 多嘉子さん
高 橋　ア キさん
村 上　静 子さん
藤 田　昭 吉さん
鈴 木　ツ ギさん
佐 藤　　 弘さん
沼 田 美奈子さん
船 山　常 藏さん
阿 部　サ タさん
後 藤　定 雄さん

6月15日届け出分まで

6月15日届け出分まで

佐 藤　ノ ブさん

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

西　川　連
久　保　７
下　　　宿

堀
川　　　連
野　村　３
上　　　村

86
76
90
82
84
84
87

6. 1
6. 1
6. 2
6. 2
6. 8
6. 8
6. 8

小河原ヒサ子さん
髙 橋　久 雄さん
山 内 ツネヨさん
佐 藤　久 雄さん
井 上 美代子さん
阿 部 マサ子さん
阿 部 ユワノさん

大
幸　子
幸　男
本　人
慶　次
誠
本　人

月月7
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1

2
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15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○湯沢図書館休館日

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　高橋歯科クリニック（羽後町／☎621418／
　午前９時～正午）
●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時（要予約）
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔ヘルシーパーク〕
　午前１０時～１１時３０分／水遊び
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

●県民体育大会バスケットボール競技〔～５日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／わらべ歌遊び
●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後１時３０分～３時
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●県民体育大会ハンドボール競技（成年）〔～１２日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
●アクアフィットネス教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後７時３０分～８時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1才以上児クラス〔総合体育館〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・わらべ歌遊び
●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後１時３０分～３時
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）
○湯沢図書館休館日
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時（要予約）
●水中ウォーキング教室〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午後１時３０分～３時
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎558286）へ

○と　き　7月１９日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

第65回 社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
第65回 社会を明るくする運動

強調月間　7月 1日～31日

○とき／7月31日㈮　午前10時から　○ところ／湯沢文化会館

第58回 秋田県学校給食研究協議大会
湯沢雄勝大会

第58回 秋田県学校給食研究協議大会
湯沢雄勝大会

　
全国海難防止強調運動実施中

海難０への願い
期間　7月16日～31日

ゼロ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所１階 相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

７月15日㈬

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●カンガルースクール〔Ｂ＆Ｇ海洋センター〕午前１０時～１１時３０分

●全県中学校総体ハンドボール競技〔～１９日、総合体育館〕

全血

種類実施時間実 施 場 所日にち

16日㈭

　９：００－１１：３０

１２：３０－１３：００

１４：４５－１６：００

並木精密宝石㈱

アキオ製靴㈱湯沢工場

雄 勝 中 央 病 院

全血

種類実施時間実 施 場 所日にち

15日㈬

12日㈰

７月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！

１０：００－１１：４５

１３：００－１５：００

１０：００－１１：３０

１３：００－１６：００

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155) 市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

ふ れ あ い 広 場

湯沢市役所本庁舎

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）

○ゆざわ新鮮楽市（雄勝中央病院跡地）

●第１１回湯沢市民総合体育大会グランドゴルフ大会〔役内川河川公園〕
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　シュート練習から始まり、ダッシュやパスを
受け取ってからのシュートなど一連の練習が行
われていました。時折、樋渡監督から指導を受
ける場面もありました。一人一人が声を出し、
気合を入れながら練習に汗を流していました

　
六
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
、
秋
田
県
総
合
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
湯
沢
翔
北

高
等
学
校
は
大
会
の
七
日
か
ら
登
場
し
、
順
調
に
勝

ち
上
が
り
決
勝
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
は
秋
田

和
洋
女
子
高
等
学
校
と
対
戦
し
、
序
盤
か
ら
試
合
の

主
導
権
を
握
り
快
勝
し
ま
し
た
。
本
大
会
で
は
十
五

回
目
の
優
勝
で
大
会
五
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
伝
統
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
湯
沢
翔
北
高
等
学
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
学
校
は
、
平
成
二
十

三
年
に
湯
沢
北
高
等
学
校
と
湯
沢
商
工
高
等
学
校
が

統
合
し
開
校
し
ま
し
た
。
学
校
は
開
校
し
て
か
ら
四

年
余
り
で
す
が
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
統

合
前
の
湯
沢
北
高
等
学
校
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の

で
、
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を
強

化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
監

督
の
赤
川
堅
蔵
さ
ん
を
中
心
に
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
チ
ー
ム
の
技
術
を
吸
収
し
、
選
手
の
能
力
を
生

か
し
、
見
て
い
る
人
を
感
動
さ
せ
る
華
や
か
な
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
目
標
と
し
て
チ
ー
ム
づ
く
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
現
監
督
の
樋
渡
真
さ
ん
は
そ
の
意
思

を
受
け
継
ぎ
、
指
導
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
特
徴
を
伺
う
と
「
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
、

基
本
重
視
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
平
均

身
長
が
あ
ま
り
高
く
な
い
の
で
、
動
き
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
早
い
攻
撃
や
激
し
い
守
り
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
部
員
は
三
十

八
人
、
真
面
目
で
層
が
厚
い
チ
ー
ム
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
守
り
に
特
徴
を
持
た
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
基
本
的
に
は
オ
ー
ル
コ
ー
ト
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

と
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
へ
向
け
て
の
抱
負
で
は
「
目
標
は
優
勝
で
す
。

優
勝
は
そ
の
要
素
が
あ
る
チ
ー
ム
が
で
き
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
守
り
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
チ
ー
ム
に
磨
き
上
げ
、
攻
撃
に
つ

な
が
る
守
り
を
し
て
、
頂
点
を
目
指
し
ま
す
」
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
怜
音
主
将
は
「
高
い
目
標
を
持
ち
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を

良
い
方
向
に
導
い
て
い
き
た
い
し
、
試
合
で
は
三
点

シ
ュ
ー
ト
を
積
極
的
に
ね
ら
い
、
ピ
ン
チ
の
時
は
力

強
い
プ
レ
ー
で
試
合
の
流
れ
を
引
き
寄
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
試
合
で
発
揮
し
、
優
勝
し
た
い
で
す
」
と
力

強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
栄
冠
を
手
に
入
れ

る
た
め
、
日
々
猛
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
高
い
志
が

五
連
覇
と
い
う
偉
業
を
成
し
得
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
　
湯
沢
翔
北
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

あ
か
が
わ

け
ん
ぞ
う

ひ
わ
た
し
ま
こ
と

さ

さ

き

れ
い
ね
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